　　　　　　　　　

『神様がくじをひけといった。』
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うしろの「何か」

　　　　｛序｝

　

　　　　　　　舞台の中央。夜の帰り道。スーツ姿の女・香梨が呆然と遠くを見ている。

その視線の先からフラフラと現れる男・渓。表情はぼんやりと覇気が無い。

ぼんやりしたまま香梨に話しかける渓。

渓　　　…どこにある。

香梨　　え…。

渓　　　…どこにある…遊歩道…崖の下、崖の下遊歩道って物騒な、名前の、行かなきゃ。

香梨　　そこに何があるの。

渓　　　約束が。いかなきゃ。約束。

香梨　　約束って、なに？

渓　　　（ぼんやりと首を振る）

香梨　　…わからないの。

渓　　　（頷く）

香梨　　そっか、困ったね。

渓　　　（俯いていたが、急に顔を上げ、香梨をじっと見る）

香梨　　ん？

渓　　　思い…出した。思い出した、思い出した、思い出した！俺、空を！空を！約束なんだ！

　　　　　渓、嬉しさのあまり香梨の両肩をつかんでいる。

　　　　　香梨、渓の背に腕を回す。

香梨　　…そう。よかったね。…元気だった？

　　　　　　　　　　　暗転。

　　　　　　　　　　　　｛１｝

薄暗がりの中。シルエットはデコボコとした空間内を表している。

外からは雨の音。

やがて懐中電灯の楕円の光がゆっくりと床を這うように入ってくる。

懐中電灯を持つ男・盆田、立ち止まり、大きくため息。

再び床の楕円の光が動き出す。

何かを探している様子。

盆田　　　何年使っていないんだ？よく雨漏りしないよなあ。

懐中電灯の光、すばやく遠くの壁を照らす。

何も無い。光の動きはぐったりと床に戻る。

盆田　　はい、無し。ここも無し。こっちも、気配なし。…ここじゃないなさそうだ。じゃあ、別の倉庫か。

間。

盆田　　いませんねー？（身震い）こういう真っ暗なの苦手なんだよなあ。…もう出ようっと。オッケー異常なし！撤収します！

盆田、出て行こうとくるりと回れ右。

楕円の光に木箱が映り、その上の細長い缶が照らされる。

しゃがんでしっかり照らす盆田。手に取る。

盆田　　「不二家ネクター」……え？

盆田、かすかに懐中電灯の光に触れている壁に気付く。

光を当てると、そこには照明のスイッチ。

おもむろに手を伸ばし、スイッチをオン。

明るくなる。

殺風景な倉庫の中、無造作に板や木の箱が一箇所に寄せられ、

積み上げ置いてある。

誰もいない。

盆田、きょとんとしたまま懐中電灯をしまい、見回す。

間。

首をかしげ、ネクターを手にし、とりあえず飲もうとする。

声　　　あっ。

盆田、顔を上げる。間。もう一度飲もうとする。

声　　　あっ。

盆田、不審そうに自分の背後に積んである木箱をひとつずらす。

男・渓が出現。中腰で隠れたままネクターをみつめている。

目が合う二人。

盆田　　（ぽかんと）あ。

次の瞬間、渓、盆田へ突進。

無言で掴み掛かり、木箱の上に押し付ける。

盆田、体をねじって手から逃れ、外へ逃げようと一歩踏み込む。

が、すぐに捕まり床にねじ伏せられてしまう。

何とか這いずって逃げようとする。

渓　　　（押さえ込んで）待てよ。

盆田　　ま、待った！待てって！

渓　　　誰だお前。

盆田　　お前こそ誰だよ！

渓　　　こんな所で何をしてやがる。

盆田　　お前こそこんな所で何をしているんだ！

渓　　　お前バカか？

盆田　　お前こそバカだ！

渓　　　お前何者だ。何しにきた。

盆田　　何しに？僕は、逃げたやつを追いかけて。（締め上げられる）ま、待った、誤解だっ！

渓　　サツかよ…参ったなあ。

盆田　　違う、警察じゃない、だから離してくれ。

渓　　　警察じゃない。

盆田　　そうだよ！ただの警備員なんだ、だから、

渓　　　サツじゃなくても、結局お前、アレだろ？俺連れ戻しに来た奴だろ。

盆田　　えっ。

渓　　　違うのか？

盆田　　…そうか、じゃあ、やっぱり君が。

盆田　　コラ、答えろって。

盆田　　…えっと…。（急に慎重に）何かあったんですか。何かご不満でも。

渓　　　は？

盆田　　黒岩渓さん、ですよね。

渓　　　…だったら？

盆田　　あなたの事情をお話しください。きっと何か不満があって、だから抜け出したりしたんでしょう？ね、お話ししましょうよ。お話ついでにその手をお離しいただけませんか？

渓、盆田を放す。

盆田、ほっとすると同時にさらに慎重になる。

盆田　　（心配そうに）よかった、無事で。探したんですよ、みんな心配していますよ。

渓　　　みんな？あいつら駄目だ。バカばっかりで、俺の言葉何一つ聞きゃしない。

盆田　　そのあたりもですね、話し合いましょう。戻りましょうよ。

渓　　　ありゃ監獄だな。

盆田　　とんでもない！それこそ誤解ですよ、全てはあなたの為なんですよ。

渓　　　俺はあんな所もうごめんだ。

盆田　　ですけどね。

渓　　　俺はコンビニで一億よこせって言ったんだ。なのに５万しか渡さねえから店員の奴ボコボコにしてやったんだ。俺捕まっちまったよ。でもそしたらだよ、変じゃねえか、どうして俺が病院に連れてかれたんだ。入院しなきゃいけないのはあの店員のほうじゃねえのか。

盆田　　じゃあ多分向こうも病院行ってんじゃないですか？ 

渓　　　とにかく俺はあそこに戻る暇なんてねえよ。急がなきゃなんねえんだ。何しろ遠いからな、宝島ってやつはよ。

盆田　　…は。

渓　　　あっははーバカだなーお前やっぱりバカだ。宝島知らねえんだあー。

盆田　　…宝島、ですか。

渓　　　行くったって、船じゃねえぞ、空飛んで行くんだぞ。

盆田　　と、飛ぶんスか。

渓　　　俺の作ったヘリで行くんだ。俺、手先は器用な方なんだ。何でも作れるからよお。ヘリだって作るぞお、ヘリ作ってよお、ヘリに乗っけてよお、飛ぶんだぜえ。バラバラバラバラバラバラっ！（と指でヘリ）

盆田　　そりゃまた。

渓　　　いいだろー。うらやましいだろー。

盆田　　ははっ。こりゃまた参ったな。

渓　　　なんかお前つまんね。

盆田　　（ぼそっと）頭おかしいよりはいいよ。

渓　　　なに？お前、今なんて言った。俺が、なんだって。

盆田　　（慌てて首を横に振る）

渓　　　お前もか！お前も俺の事おかしいとかイカレてるとか言ってバカにするんだ！俺の事デタラメとか嘘つきだとか言うんだあーっ！うわーん！（と腕を振り回して追う）

盆田　　やっ、やめ、待ってくださ、待った、待てって！やめろってのに！言ってない、言ってないから！ 

渓　　　…ほんとに？

盆田　　うん、うんうん。

渓　　　俺おかしくないよな？イカレてないよな？デタラメ言ってんの、他の奴らだよな。

盆田　　うん、うんうん。

渓　　　お前、分かってくれるのか？

盆田　　もももちろん。

渓、くしゃっと無警戒な満面の笑み。

ほっとして取りあえず同じように笑ってみる盆田。

渓　　（ふっと真顔で）お前何者だ、何しに来た。

盆田　　そこに戻るんかい！

渓　　　質問に答えろ。

盆田　　（ぐったりと）僕はあなたが入院している病院で働いている警備員です。あなたが許可なしに外に出ちゃったので、戻るようお願いに来ました。

渓　　　は？病院？俺が脱出したのは留置所のはずだろ？いいか、俺はコンビニで一億出せって言ったんだ。そしたら、

盆田　　ええそうですその通りです。でもそれは二年は前の話で、あなたはまあ、何というかその、訳あって、警察から病院へ身柄が移されているんです。

渓　　　病院、そうそう！病院って言えば、俺さ、いっぺん、セドリックに轢かれて死に掛けた事あるんだ！いーだろー、すげーだろー。

盆田　　すげーとは思うけどいーなーとは思いません。

渓　　　なんかお前つまんね。

盆田　　その車に轢かれたのは５年前の話です。あなた、お仲間との金銭トラブルで消されかけたんですよ。

渓　　　そうそう、仲間っていやあ、かつヤン元気かなあ？最近会ってないなあ。

盆田　　そのかつヤンがセドリックであなたの頭轢いたんですよ。

渓　　　あっは！そうだ、そうだった！で、かつヤン、元気？

盆田　　たぶん箱庭で規則正しく元気にしてるんじゃないですか？

渓　　　元気って言えば、俺さ、いっぺん、セドリックに轢かれて、

盆田　　そうです。かつヤンのセドリックに轢かれたけど、あなたは九死に一生を得たんです。

渓　　　そんなこと知ってるよ。

盆田　　よく聞いて下さい。あなたはその時の後遺症がまだ治っていません。

渓　　　そうかあ？どっかまだ折れてる？

盆田　　いいえ。骨なんてとっくにくっ付いてるし、シャッフルされた腹ん中も元の位置です。でも頭に受けた傷のせいで、あなたはおかしくなってしまって、

渓　　えっ。

盆田　　いえいえいえっ。その、皆と違う考え方をする様になったというか、独特の精神構造の持ち主というか、まあ、アレな感じで、そうなっちゃって、えーと、

渓　　　お前、バカか。要点をきちっとまとめてから喋れよ。

盆田　　（半ばキレ気味に）ぶっちゃけて言いますとトットト病院へ戻れよっ！

渓　　　なんで病院？俺コンビニで一億出せって言ったんだぞ。

盆田　　…なんだろう、僕だけ？迷路に迷い込んでるの、僕だけ？　

渓　　　とにかくここから離れるつもりはない。俺はどうしても目指さなきゃゃ行けないんだ。

盆田　　目指すって、宝島？

渓　　　（驚いて）お前それをどこで聞いた。

盆田　　（流して）何で宝島なんです？そんなにお金が欲しいんですか。

渓　　　宝島と金は関係ない。

盆田　　だって一億欲しかったんでしょ。言っときますけど、コンビニにそんな大金ありませんよ。

渓　　　だって値段分からなかったんだ。金の値段っていや取り合えず一億だろ。

盆田　　なんの。

渓　　　ヘリ。

盆田　　ヘリコプター欲しかったからコンビニ強盗ですか？

渓　　　お前、ひょっとして警備員だろ。

盆田　　ええ、さっき説明したとおりに。

渓　　　ろくな警備も出来ねえ癖にサツみたいに尋問するな。

盆田　　ええ、それについては失礼しました、だから病院に戻りましょう。

渓　　　俺は戻らねえって言ったろ。もう戻らねえ。

盆田　　あなた抜け出したとき、お部屋に地図置いていったでしょう。そこの丸印、つまりここです。このあたりは遊歩道を離れるとあまりにひと気が無い所です。こんな物騒な所に篭っていらっしゃるとなると、尋問といわれようがお聞きするしかないんです。黒岩さん。こんな所で何なさっていたんですか。

渓　　　（にやにやして）ヘリ作ってた。

盆田　　はあ？

渓　　　買えねえなら作るしかないだろ。俺工作得意なんだ。

盆田　　ここで？この倉庫の所有者はこのこと知っているんですか。

渓　　　しらね。だから誰にもここの事、言うなよ。

盆田　　このジュースは？どうやって買ったんです。病院にこれは売ってないんですよ。

渓　　　道端の自販機蹴ったら出てきた。知ってる？ネクターってネクターで出来てんだぜえ。

盆田　　何てことだよ。病院脱走した上に不法侵入で自販機荒らして？

渓　　　そうだお前さ、ヘリ作りたくねえ？もしここの事黙ってるなら手伝わせてやってもいいぞ。

盆田　　冗談じゃない！あのですね、あの、あのさ！君はさ、病院に戻らなきゃいけないんだ。勝手に外は駄目なんだ。

渓　　　お前だって外に出てんじゃん。

盆田　　僕はいいけど君は駄目だ。

渓　　　はあ？なんでよ不公平じゃん、そんなんずるいぞ、ずりーずりー！

盆田　　君がだよ、こうやって抜け出して好き勝手やって、結果誰かが被害にあっても、誰も何もできないんだよ、君は責任能力を問われない。頼むから病院に戻ってくれよ。

渓　　　お前バカか、はっきりしねえなあ。要点をまとめろって。

盆田　　わかったよ。君が外に出ちゃいけない理由言うよ！病院の診断なんだ、頭部外傷の後遺症による、その、つまり君は、君さ、ああ、言ってやるよ…君は頭怪我しておかしくなったんだ！

渓　　　今なんて言った。

盆田　　言った通りだよ！僕は君みたいなイカレタ頭の人間は大嫌いなんだ！

渓　　　お前、（盆田を掴み上げる）

盆田　　…き、君が今僕を殴れば、君という人間は無視されて、ただの棒切れか何かの仕業になる。君が脱走した患者だからだよ。君、棒切れになりたいのか。

渓　　　……。

盆田　　話、通じる？意味分かってる？分かってたら、手を離すんだ。そして自分で病院に戻れるよね。分かんないなら、今すぐ応援を呼ぶ。棒切れみたいに回収されるよ。言ってる事、分かる？分からない？

　　　　　　　間。盆田を掴みあげたまま気弱になってくる渓。

渓　　　…だってよ、ヘリ作んなきゃ、

盆田　　ヘリなら退院してからまた作ればいいじゃないか。

渓　　　それじゃ間に合わないんだ。

盆田　　じゃあ今日だけでもいい。今日のところは病院に戻って欲しい。その後バレない様に出入りするのは君の勝手だろ。今日みたいに騒ぎを起こさないでくれるなら、僕も君に不利な事はしない。さあ、手を離して。

　　　　　　　渓、盆田から手を離す。

　　　　　　　ほっとした盆田、ポケットを探りこっそり携帯を操作し始める。　　

　　　　　　　と、女・香梨、盆田の背後にすっと現れる。

香梨　　ねえ。

盆田　　えっ。

香梨、持っていた棒切れで盆田の頭を殴りつける。

盆田、卒倒。

香梨、盆田のポケットから携帯を取り上げ、画面を見る。

香梨　　この人ってば嘘つき。お巡りさんよぶ気だったんだ。

渓　　　なにやってんだ、おまえ？

香梨　　あのね、この人の頭に蚊がとまってたの。

渓　　　あそう。…なあ香梨。こいつ言ったよ。俺、棒切れなのかな。

香梨　　渓くん、自分の体見てよお。こんなに細長くないじゃん。　

渓　　　だよなあ！こいつ、やっぱバカだ。

暗転。

　　　　　　　　　　　　　｛２｝

誰もいない倉庫に盆田が一人で座っている。

床をたどる目線の先に転がっているネクターを拾い、開けて飲もうとする。が、やめて別の場所に置き直す。

入ってくる渓。手には針金。真剣な顔をして曲げたり伸ばしたりしている。

盆田、立ち上がり、そっと出口へ。

香梨　　あー！出て行く気だー。

盆田　　…違うよ。外の天気くらい見たっていいだろう？

香梨　　うん、それならいいよ。こっからが良く見える。

盆田　　　随分人気の無いところに倉庫が建つんだね。

香梨　　普通歩きでここまで探しに来ないよ。仕事熱心ー。

盆田　　勘が当たっただけなんだ。

香梨　　失踪事件になってると思う？

盆田　　…うまく休みを取れって言ったのはどこの誰だよ。

香梨　　そういうの通るから感心しちゃう。結構自由なんだね。

盆田　　監獄じゃないからね。

香梨　　好きにできない場所は監獄だって言ってたよ。

盆田　　ああ、君の渓くんが？そういやなんか言ってたね。

香梨　　もしそうならこの世はすべて監獄かなあ。監獄の外って、あると思う？

盆田　　君変わってるね。

香梨　　かりんって呼んで。

盆田　　知らないだろうけど、黒岩がああなる前、街で起こるいざこざの糸をたどると、どこかで必ず彼の名前が引っかかったらしい。いくらああなってても、そういう過去を持つ男とは関わらないほうがいいと思うけど。

香梨　　患者さんって、そんな事調べられるの。

盆田　　過去危険な行いをして入ってきた患者は、一応ね。ただ、写真とはぜんぜん受ける感じが違った。もっとボーっとした顔してたんだ。最初は気付かなかったよ。

香梨　　それ入院した頃の写真じゃない？今は自由で生き生きしてる。　　

盆田　　で、君は？

香梨　　香梨って呼んでよ。

盆田　　…じゃあ、香梨。君、誰。

香梨　　香梨。

盆田　　彼とはどこで。

香梨　　渓くんがまだ元気な頃うちの店に来たのよ。お客さん。

盆田　　何屋さん。

香梨　　もう辞めちゃったからなあ。

盆田　　そう。もしかして彼と君は。

香梨　　違う違う。付き合ってないよ、もーやめてよー。（盆田の頭をはたく）

盆田　　あーーーーっ！（とじたばた）

香梨　　あ、殴ったのそっち側だったっけ。

盆田　　香梨、君ひょっとして僕の事、殺す気だった。

香梨　　別に。ただ渓くんの邪魔したし、いじめたから。

盆田　　一体どうして。

香梨　　彼ってばかわいいの。かわいい夢を持ってる。

盆田　　ヘリのこと。

香梨　　ヘリにお友達を乗せて一緒に宝島へ行くの。二十年前にお友達とそういう約束をしたのよ。ああなっても覚えてるの、ううん、ああなったから思い出したのかな。それ聞いてね、なんて素敵なの、手伝ってあげたいなって。

盆田　　馬鹿げてる。

香梨　　でも素敵だとおもわない？

盆田　　本気でヘリコプター作るつもりなの？

香梨　　約束の日まで時間が無いからボンも手伝ってね。

盆田　　やっぱり彼をつれて帰るって言ったら。

香梨　　仕方ないよね。そうなったらおしまいなだけ。（と、手首を出し、人差し指を添える）

盆田　　また昨日みたいに手首切って死ぬって言うの。

香梨　　その方法じゃ無理って言いたいんでしょ？ちょっとしたコツがあるの。知ってるけど今まで試さなかっただけ。

盆田　　そうやって困らせるのが趣味なの。君の言うことは冗談にしか聞こえないよ。

香梨　　冗談かもねえ。でも本気かも。確かめる方法あるよ。ここから逃げてみたら？

盆田　　君の命はもっと価値あるものだろう？

香梨　　私は決めたの。価値は自分で決めるの。もし渓くんの夢が中断したら、私の命も中断させる。それだけ大事って事なの。

盆田　　ありえないよ。大体、

香梨　　ボンが決めてくれたんでしょ？私、生きてていいんでしょ？

盆田　　･･････。

香梨　　ボンはもう逃げない。私は当たりを引いたの。

盆田　　人をくじみたいに言わないでくれる。

香梨　　私の命のために捕まっててくれるなんて、素敵過ぎる。ああ、私ボンを好きになっちゃいそう。

盆田　　からかわないでくれよ。

香梨　　あっは、照れてるのー？ボンってばかわいー！

盆田　　…そのボンっての、何とかならない。

香梨　　ならない。盆田って何か変。

盆田　　失礼だなあ！言っとくけど君さ、

渓　　ぎゅーん！バラバラバラバラ！

渓、攻撃ヘリごっこをしながら駆け込んできて、小学生のようにはしゃいでいる。

渓　　バラバラバラバラ、ずどどどど！（と香梨にミサイル連射）

香梨　　ぎゃーやられたー。ひゅるるるどかーん！

渓　　　ずどどどど！（と盆田を攻撃）

盆田　　なにしてんの。

香梨　　早くやられて。

盆田　　ええー？

渓　　　ずどどどど！どかーんどかーん！

盆田　　（苦笑して）ちょっと、もう、カンベンだって。

香梨　　ボンってば。

渓　　　ずどどど、ど、…ど…、

渓、急にうなだれて床をにらんだままふくれる。

盆田　　ど、どうかし、

渓　　　うえええー。（低く泣き出す）

盆田　　ええっ！待ってよ僕のせい？

香梨　　そうだよねーボンのせいだよねー、めっ！渓くん、かわいそうー。よしよし。

盆田　　こ、こんな子供っぽかったっけ？

香梨　　時々赤ちゃん返りみたいになるんだあ。んー！かわゆいなあもう！

渓　　　ひっく、ひっく、ひっ…、（急に真顔になって）おい香梨今何時だ。

盆田　　いっ？

渓　　　すっげ腹減らねえ？ここってさあ、ピザ頼めねえかな。

香梨　　ああーどうだろ。電話で倉庫の特徴いえば来てくれるかなあ。

盆田　　なんで普通に会話が続くんだ。

香梨　　（携帯を操作しながら）渓くんは大好きなコーンマヨタマゴグラタンピザね。

渓　　　チーズはダブルで。

盆田　　くどっ。

香梨　　んー、私は、ジャーマンポテトでいっか。

盆田　　えっと僕は、

香梨　　（すごく嫌そうに）ええー？食べるのおー？

盆田　　扱い悪っ！

香梨　　んーしょうがないなあ。もっしもしー？えっとお、コーンマヨタマゴグラタンピザチーズダブルとジャーマンポテト、それとタバスコ一本ください。

盆田　　聞き捨てなら無いのに突っ込み辛い。

香梨　　それでえ、場所なんだけどお、遊歩道分かる？崖の下遊歩道ってところ。

盆田　　やな遊歩道だな。

香梨　　うんと進んだ奥の、いくつか建てっぱなしになってる中で二番目に化け物の出そうな倉庫にいるから。オッケー？え、何？（切る）あはっ切っちゃった。来るかなあ。

盆田　　何てタチの悪い客なんだ。

香梨　　通話料もったいないもん。

盆田　　ピザの方が高い、わ！危なっ！

渓　　　ぎゅーん！ずぎゅーん！ごーっ！（と攻撃ヘリごっこ）

盆田　　ねえ、彼ちゃんとヘリ作ってるの。

香梨　　作ってるよお。

渓　　　ずどどどどど！

盆田　　（仕方なしに）わーやられたー。作ってるってどこに？

香梨　　（段上の廃棄されたパネルの奥を指差す。）そこから見えない？心配なしだよ。

盆田　　（渓を指して）これ十分心配ありだろう？

香梨　　（渓に）殲滅せよ。

渓　　　（急旋回、盆田をつつく）ずがががが！ずがががが！どかーんどかーん！

盆田　　痛いって！ちょっとまった、うわっ！分かったからっ！わーやられたー！ぎゃー、死ぬ、しにまーす！もうしんだってば！

声　　　まだだめ！考え直してください！

声の主・ななが登場。手には携帯、小脇にパソコンバッグ。

きょとんとする三人。

なな　（香梨と渓を見て）二人は無事…まだ間に合うわ。

なな、携帯のカメラで前方を撮りながら、せわしく倉庫内を走り回る。床に何かを探している様子。

渓は、ななが床をあさる時に投げた針金ハンガーに興味を持って

プロペラの形を作りはじめる。

なな、手ごろな台の前に駆け寄り、度を越した丁寧さでゆっくりバッグを置く。

振り向くと、地面に尻餅をついている盆田を激しくゆする。

なな　　しっかりして下さい！

盆田　　ええ！な、なに？

なな　　（半泣きで）何を飲んだんですか、どれだけ？口をあけて！吐いて！

盆田　　待ってゆすらないで本当に吐きそうっ。

なな　　まだ？まだ飲んでないんですね。待ってくださいこれは何！

盆田　　ネクターです。

なな　　毒入りじゃありませんよね。（と一気に飲み干す）

盆田　　あ、あ、あ。

なな　　はい、ゴミ。

盆田　　えええ？（捨てに行く）

なな　　練炭は？ここには無いようですが、どこに？

香梨　　まだそこまで寒くないよ。

なな　　隠さなくていいんです私知ってます、あなたたちネット心中する気ですね？

香梨　　ええ？（盆田を指差し）この人と？この人とはヤだあ！

盆田　　そういう問題じゃないしちょっと傷つくんだけど。

なな　　…じゃあ、じゃあ、やめるんですね？心中をやめるんですね。

盆田　　何か勘違いしてない？心中なんて最初からしない、

なな　　（声をかぶせて）よかったあ。（携帯のカメラを自分に向けて）ようやく、私の説得に応じ、思いとどまってくれました。いい？もうこんなバカなこと駄目です。こんなことしたって誰一人幸せになれないんですから。

　　　　　　　　なな、喋りながらすばやく二人の手をとり握手。

携帯は動画で手のアップを撮っている。

　　　　　　　　カメラを閉じ、ふう、と一段落。

　　　　　　　　とたんに態度がおどおどしてくる。

　　　　　　　　（以後、ななは喋っている内容に関係なく、

常におどおどと後ろめたそうにしている。）

なな　　（おどおどと）じゃあ一体あなたたちこんな所で何してるんですか。

盆田　　その質問そっくり君に返すよっ！

なな　　おかしいなこの状況ちょっと意味分からない。（バッグを開けて中のパソコンを出す。）

盆田　　そのセリフもぜひ返したい。

香梨　　どうしたの？誰なの。

なな　　私？「なな」です。私、ネットしてたら、偶然、掲示板でネット心中するって書き込みを見つけたから、やめさせに来たんです。

盆田　　心中って、ここで？

なな　　はい。こんな倉庫にいるなんてどう考えても怪しいじゃないですか。

香梨　　でも私たち違うよ。

盆田　　いま携帯ずっとこっちに向けてたよね。何したの。

なな　　自分のホームページ用の動画を撮っていました。私のサイトでは、何か人の興味引きそうな映像配信してるんです。…本当にあなたたち心中じゃないんですね？

盆田　　もちろん。

なな　　（やはりおどおどと）ま、いっか。私の勘違いとはいえ、とりあえずいい絵が撮れたから、使わせてもらいます、どうもありがとうございました。

香梨　　あーなるほど、実録！ネット心中！みたいなの撮りたかったんだ。すごいねー、今って携帯で動画撮れるもんねー。

盆田　　…あのさ。口はさんでいい。

なな　　どうぞ。

盆田　　そうなると、今撮ったのはヤラセっていうか、まるっと捏造じゃない？

なな　　それが何か。

盆田　　えっ。

なな　　ああ、大丈夫、顔さらしたりしません、ちゃんと加工してぼかすので。

盆田　　そうじゃなくてさ。

なな　　（携帯とパソコンをつないで作業）嘘か本当か誰がどう確かめるんです。興味が満たされれば皆それでいいんですよ。はい、できた、と。…どうです、この画像の荒さとブレ。けっこうリアルでしょう。（イヤホンを盆田に向ける）声もいい感じに臨場感あります。おにーさんの焦りとか。

香梨　　ななちゃんすごーい。おもしろいね。

なな　　ありがとうございます。それでですね、ちょっと切り替えますね。ほら、私、ここの掲示板を見たんです。「一緒に死んでくれる人募集」これ。

盆田　　･･････悪趣味だ。

香梨　　こんなのあるんだ。あ、みんな結構ひどい返事書くね。

なな　　えーと前置きは飛ばして、ここ。･･･ほら。地名が書いてある、ここのことだと思ったんです。そうして当たりをつけて来たらネット心中の基本人数３人が居るじゃないですか。私が誤解して当然だと思うんです。

盆田　　待った。よく見て。地名が違う。

なな　　うそっ。

盆田　　これ、だれかが適当に書いたいたずらじゃないの？

香梨　　　だって下のほうに、だまされてやんのって書いてある。ついさっきの書き込みだね。

盆田　　　どっちにしても君の早とちりだよ。

なな　　･･････最悪、こんなネタで見事に釣られたなんて。

盆田　　釣られたって言うよりよく読んでないから、

なな　　ちくしょうよくも馬鹿にしたわね！こんな掲示板荒らしてやるー！（と、豹変、ものすごい勢いでキーを叩き始める）

盆田　　しねダブリュー？何て事書くんだよ、落ち着きなよ。･･･ダブリューってなに？

なな　　（手を休めずに）カッコ笑いの略。あざ笑ってることです。

盆田　　笑うのはいいことだけどあざ笑うのは良くないと思うけどな。

香梨　　うわーすごーい、字ばっかで画面真っ黒け。ななちゃん悪い言葉たくさん知ってるんだねー。

なな　　そうよこんな掲示板、罵詈雑言で埋め尽くして真っ黒にしてやる。それだけじゃ済まないわよ、まだまだコピペで埋めまくって、その上エッチな広告貼り付けてリンク先でウイルスに感染するようにしてやるんだから！

香梨　　ななちゃんなんだか今一番楽しそうー。

盆田　　ねえ、君。とにかく心中の話はいたずらだったんだし、もうここに用無いんじゃないかな。日がくれると真っ暗になるしさ、帰りなよ。

なな　　･･････。

盆田　　それと、さっきの携帯で撮ったビデオみたいなの。

なな　　「動画」ですか。

盆田　　嘘は良くないよ、現に君も騙されて気分悪かっただろ？

なな　　おにーさんネットを知らないんですか。このくらい普通ですよ。

盆田　　普通なんて思えないよ。

なな　　動画の事だけど、どうしましょうか？そんなに嫌なら、おにーさん肖像権主張しますか？訴えられれば私に勝ち目はないのでその時はあきらめますが。

盆田　　ええ？いいよ･･････大げさだし。

なな　　じゃあ有難く使わせていただきます。

盆田　　どういたしまして。

渓　　　おいこら。お前そこで何している。何しにきた。

なな　　（おどおどと）さっき自己紹介しましたけど。

渓　　　てめえ無視してんじゃねえぞ。

なな　　は。

渓　　　コラ、てめえバカか。ぼーっと人のこと見やがって。てめえだよ。

間

盆田　　　･･････僕かああ！

渓　　　さっきからそう言ってんだろ、お前何者だ。何しにきた。

盆田　　うわーありえない、こんな事ありえないよ？

香梨　　あのねこの人盆田のボンっていうの。

渓　　　ふーん。

盆田　　納得するか。

なな　　これ、どうなってるの。

香梨　　（ななに）この子渓くん。ここでヘリ作ってるの。ボンはそのお手伝いで私たちが軟禁してるの。

盆田　　すごくその通りと同時に誤解を招くよ。　　

なな　　ヘリですか？

香梨　　渓くんとお友達との約束なの。お友達は和果子ちゃんっていって二十年ぶりに再会する約束なんだって。その時ヘリに乗せてあげるの。だからヘリ作ってるの。

なな　　作るっていっても･･･知識があるって事？航空学校にでも行ってるんです？

渓　　　バッカ、そんな面倒な所行くかよ。自分で作っちまえばいいんだよ。

なな　　…え？

渓　　　そりゃさ、金がありゃ一機まるっと買えばいいんだろうけどさ、高いだろ？金ねえしなあ。だから俺はコンビニで一億よこせって、

盆田　　（慌てて）まあまあ、それはもう聞いたから。

渓　　　おおっ！なんだよ、ボンじゃねえか、久しぶりだなあ、今まで一体どこ行ってたんだ。

盆田　　僕もそれをぜひ知りたい。

渓　　　（きょとんとななを見て）だれよこいつ。いつの間に入ってきたんだ。

なな　　この人、一体。

盆田　　説明するのもめんどくさいけど、彼は頭を大けがしてから、なんていうか。

なな　　･･････へえ。

香梨　　色々すぐ忘れるけど、約束の事だけは憶えてるの。すごいでしょ。

なな　　･･････ふうーん･･･、そうか。

盆田　　どうかした？

なな　　いいですね、すごくいい。これはすごいですよ。

香梨　　でしょう？

なな　　みなさん、約束の日までここに居るってことですよね？じゃあ、私、ここ通いますが何か問題は。

盆田　　ええ？

香梨　　べつにいいよ。

なな　　ここでの事、私が記録します。専用サイトを作ります。ネットで彼のメルヘンを盛り上げていきます。ウオッチャーはこういう内容を求めてるんです。皆、こういうのが見たいんです。大丈夫、場所も顔も分からないようにしますから。

盆田　　ねえ、君。だけど、それはどうなの。

香梨　　渓くんを邪魔しなきゃ何してもいいんじゃない？

盆田　　香梨。みんなこんな変な事見たがると思えないけど。

なな　　とんでもない。こういうのがいいんですよ。

盆田　　（小声で）あのさ。期待させて悪いけど、彼、本当にヘリを作れるかどうか疑わしいし、それに、作ったとしてもきっと、その、飛ばないんじゃないかな。

なな　　だからですよ。

盆田　　え。

なな　　彼アレですよね、だから素材として面白いんです、そういうアレな人を観察してウオッチャーを増やすサイトは最近人気高いんです。

盆田　　君さ。

香梨　　いいのよ。渓くんは気にしない。

盆田　　何考えてるんだ。黒岩が笑いものになるんだぞ。

なな　　お言葉ですが、私はあくまで記録しかしません。笑うかどうかは見る人の勝手だと思うんです。掲示板で盛り上がるのはウオッチャーの言論の自由だとは思いませんか？

盆田　　そういうのって僕は、

なな　　（携帯を向けて）じゃあ、ヘリが飛ぶと思ってるんですね、おにーさんは。

盆田　　そ、そういう事じゃなくてさ、

渓　　　（ハンガーをいじりながら）飛ぶよ。

盆田　　黒岩。

渓　　　そりゃもう飛ぶ飛ぶ。

なな　　･･････ふうん。

渓　　　俺のヘリは飛ぶんだよ。俺くじ運いいからさあ。

なな　　くじ？

渓　　　これはくじなんだ。マルかバツ、２分の１。俺はあたりを引く。絶対にだ。

香梨　　がんばろう、渓くん。

盆田　　こんなのくじ引きじゃないよ。結果は分かりきってるじゃないか。

　　　　　　　香梨、真顔で盆田を見る。そして満面の笑み。

香梨　　これはくじ引き。渓くんはくじを引かなきゃいけないの。

盆田　　…香梨？

　　　　　　　渓、段上へ。香梨もくっ付いていく。

なな　　（携帯を向けて）いいわ、いい絵だわ。

盆田　　･･････みんなどうかしてる。（別の方向へ去る）

なな　　そして渓くんと香梨ちゃん・カッコ仮名・の考えてることを、ボン・カッコ仮名・はまだ理解できない模様。サイト管理人・ななもいまいち理解してませんカッコダブリュー。

　　

暗転。

｛３｝

現れる、祥子。

ゆっくりと見回している。

祥子　　これじゃアジトじゃないの。

盆田、奥から現れる。

盆田　　全くその通りだよ。

祥子　　あれがそう？（とパネルの奥を指し、段を上がる）

盆田　　らしいよ。

祥子　　飛ぶの。

盆田　　そればっかりは僕にもなんとも。

祥子　　これがヘリ。出来の悪いマッチ棒の工作だわ。（と掴んで軽くゆする動作）

盆田　　待った！

祥子　　え？

盆田　　…えっと、汚れるし。…マッチ棒はいい例えだよ。金属棒を組み合わせて簡単な作りになってる。

祥子　　盆田くん。年休のつぎは風邪？もっと上手な嘘は付けなかったの？

盆田　　･･････。

祥子　　…どうして私が。

盆田　　迷惑かけたね。

祥子　　どのくらいぶり？

盆田　　二週間ぶりに会ったかな。

祥子　　まともな会話をしたのはよ。

盆田　　……。

祥子　　私たちもう無関係じゃない。勤務先が同じ建物なだけよ。

盆田　　少なくとも僕は他の人じゃなく君が来てくれてありがたかったよ。

祥子　　馬鹿げているわ。

盆田　　･･････うん。

祥子　　黒岩渓は脱走の常習犯だったけどヘリコプターや和果子って友達の事を一言も話さなかったのよ。それがどうして今更こんな。

盆田　　うまく喋れなかったんじゃないのか？素行の悪い患者には強い薬飲ませるだろう？

祥子　　彼は粗暴で非協力的だったわ。

盆田　　おとなしいとは言えないけど、今のあいつは危険じゃないと思う。

祥子　　看護士の私よりはっきりとした意見ね。

盆田　　そんな。

祥子　　あなたの見立ては正しいわ。彼、退院になるのよ。

盆田　　え？

祥子　　いつまでもおいて置けないのよ。いずれはって話だったの。外でやって行ける様ならもう退院してもらったほうがいいって。だって彼、もう病院は嫌なんでしょう？

盆田　　強制退院？

祥子　　ここでこうして馬鹿な事続けるなら、すぐにでもね。

盆田　　しってるだろ、あいつ、引き取り手が無いんだ。

祥子　　病院は行くあての無い人を引き受ける所じゃないのよ。それに、あの患者には構ってくれる取り巻きがいるって言ったじゃない？

盆田　　･･････。

祥子　　それで黒岩渓は？

盆田　　さあ、向こうの部屋で何してるんだか。

祥子　　彼は時折幼児化するわ。あなたに扱えるの。

盆田　　ただの子供だよ。

祥子　　間違えないで、彼は成人よ。あなた、職場に戻るべきだわ。それとも黒岩渓みたいにもう病院は嫌になったの？やっぱり警備係は嫌？

盆田　　そんなこと。だって折角祥子が斡旋してくれた仕事なんだし、

祥子　　私のせいにしないで。

盆田　　してないよ。

祥子　　ずっとあの仕事を続けるの？あなたが目指していた場所と全然違うじゃない。

盆田　　うまく行かなかったのはしょうがないじゃないか。僕は今の仕事でかまわない。

祥子　　……。

盆田　　とにかく今回の事は、休みを取って少しだけ患者のたわごとに付き合うボランティアをしているってだけだ。僕の休みだ、構わないだろう？

間。

祥子　　･･･分かったわ。早くあなたが職場復帰できる方法を考えなきゃね。

盆田　　祥子？

祥子　　あきれただけよ。また来る。

祥子、去る。

盆田、ため息。

段上、パネルの陰にあるであろう作りかけのヘリコプターを見上げる。

と、入り口から男・山田が顔を出す。

盆田と目が合う山田。思わず会釈。盆田も思わず会釈で返す。

間。

二人　　（同時に）あの、どうしたんです。

間。

盆田　　（同時に）すいませんここの倉庫の持ち主の方ですか、僕は決して怪しいものじゃ！

山田　　（同時に）いや別に用事とかそういう事じゃないっす、ほんの少し覗いたというか！

間。

二人　　この倉庫の関係者の方じゃないんですか？

二人　　はいそうです。

間。手を差し出して互いに譲り合っている。

盆田　　じゃあお言葉に甘えて僕から。

山田　　どうぞ。

盆田　　いきさつは割愛するけど結論から言いますとこの場所借りて鉄骨組んで工作みたいな事をしている人の知り合いというか何というか。

　　

山田　　仮装大賞すか。

盆田　　そう思っていただいて構いません。（手を差し出す）

山田　　じゃあ。…俺はすね、その、ビニールのゴミ袋を取りに来たっていうか、

盆田　　ゴミ袋。

山田　　そうっす。

盆田　　ああ！そっか！はい、はい、ちょっと待ってて。

　　　　　　　盆田、いったん奥へ。口を縛ったゴミ袋を持って現れる。

盆田　　（手渡して）はい、よろしく。やっぱ地域のゴミ回収ってあるんだ。

山田　　え、ええまあ。

盆田　　いやー助かったなー、ゴミがどんどん溜まっていってどうしようかと、

と、渓の声。

渓　　　できたーやったー！ヘリだヘリだー！

山田　　ん？

盆田　（あわてて）じゃあどうも！またよろしくご苦労様！

　　　　　　　盆田。慌てて山田を追い出す。

渓、菓子箱に針金ハンガーで出来たプロペラをくっ付けた

「ヘリ」をもって登場。

渓　　　おい！俺と勝負だ！

盆田　　（やる気なさ気に）ぶうーん。

渓　　　ぎゅいーん、バラバラバラバラ！ロックオン！ずがががが！

盆田　　うわーやられたーどかーん！･･････むなしい。

渓　　　ひゅーん、ずどーん！ずどーん！

盆田　　わ！僕もう撃沈してるんだけど。痛いって！もう、わかったよ！すちゃ。どーん！どーん！（ロケットランチャー）

渓　　　お前動きたくないからって楽してねえか？

盆田　　お父さん体きついから。どーん！

渓　　　負けるか！どどどど！バラバラバラバラ！旋回！宙返り！行くぞ急上昇ー！

渓、勢い付いて失速、転んでヘリを潰す。

2人　　あ。

間。

みるみる泣き顔になる渓

渓　　　うええーん。

盆田　　ああーもう、泣く事無いだろ黒岩。また作ればいいだろう、な。

渓　　　またつくれる？

盆田　　もちろん。これだって一生懸命作っただろ？またできるよ、やる気があれば何度でも。

渓　　　お前いい奴だな。友達にならねえ？

盆田　　じゃあ今までの僕ってどんなポジションにいたんだ。

渓　　　駄目か？

盆田　　う、ううん、ぜひぜひっ。

渓　　　お前。名前は？

盆田　　盆田。

渓　　　そっか、じゃあボンって呼んでやるよ。

盆田　　そうだねそろそろ憶えてくれないかな。

渓　　　へへへっ、何か俺すげーな。俺に友達がいるなんて。

盆田　　･･･よかったじゃないか。

渓　　　なあ、これ。

　　　　　渓、「パンツーマルミエ」をやる。

盆田　　……え？

渓　　　（もういちどやる）いいか、これは俺達の秘密の暗号だ。任務で変装し、敵地に潜入したときでも、見方同士の確認になる命より大切なサインだ。

盆田　　え？う、うん。

渓　　　これは友達にしか教えないんだからな。だれかに喋ったりしたら絶交なんだぞ。これはトップシークレットのコッカキミツなんだからな。

盆田　　りょ、了解しました。

渓　　　俺には敵が多いんだ。孤独な男なんだよ。

盆田　　たいへんだね。

渓　　　だって親父がまずいって。親父がさあ、ヘビーな借金取りのゴーツクバリで誰も近寄らねえんだ。どいつもこいつも面と向かわず陰口叩くし。ま、そういうムカツク奴は一人残らずぶん殴るけどよお。

盆田　　あのさ、ヘビーな借金取りのゴーツクバリって、君が思った事なの？違うよね、誰かが言っただけだろ？

渓　　　…うん…。

盆田　　だったらお父さんの事をそういう風に言うもんじゃないし、気に入らないからって人を叩いちゃ駄目だよ。

渓　　　かー！つまんねえな、正論だ正論、そんなの。

盆田　　　黒岩。

　　　　　間。

渓　　　･･････俺どうすりゃいいんだろうな。

盆田　　え。

渓　　　我慢が出来ないんだ。気に入らねえと手が出るし、欲しいもんはどうしても欲しくなる。あのくじだって。

盆田　　くじ。

渓　　　遊園地でくじ引いたんだ。当たりを引いてりゃ和果子にヘリのおもちゃあげられたんだ。

盆田　　･･･でも約束したんだろう。大人になったら本物のヘリに乗せてやるって。･･･そっか、そういう事なんだね？

渓　　　でもあの時和果子におもちゃあげられないままバイバイして、それがやだったんだ。初めて出来た友達だから、どうしても何とかしたかったんだ。

　

盆田　　うん。　

渓　　　どうしてもあげたかったから。

盆田　　うん。

渓　　　当たりを引いた他の子からおもちゃ取って逃げた。

盆田　　･･････。

渓　　　だってそいつビービー泣くだけでさ。俺ちょろいって思ったんだ。

盆田　　和果子ちゃんに、それあげたの。

渓　　　ううん。もう帰っていなかった。

盆田　　そういうもんだよ、そういう事がうまく行くはずがない。

渓　　　はずれを引いたからだ。はずれを引いたせいで俺おもちゃ盗んだんだ。

盆田　　それは違うよ。

渓　　　違わないよあの時当たりを引いていたら今の俺はこんな、（急に）おい今何時だ。腹減ったんだけどなあ。

盆田　　･･････。

渓　　　どうしたボン、変なものでも食ったか。

盆田　　まるきりそんな気分だよ。

渓　　　けっ、どーでもいいや。変なものでもいいからさあ、食いてえよなあ。（と段上のヘリのところへ）

盆田　　ねえ。そのヘリは完成する？飛ぶ？

渓　　　は、あったりまえだろ。くじは当たりだっつったろ？

盆田　　じゃあ「和果子ちゃん」。

渓　　　（奥で作業しながら）あ？和果子がどうした。

盆田　　来なかったらどうする。

渓　　　何度も言わせんな、俺くじ運いいんだ。確率は二分の１。来るよ。

盆田　　もしはずれを引いたら。

渓　　　え？なんだって、聞こえねえ。

香梨　　ボン、何話してるの。

香梨、入ってくる。

盆田　　香梨。

香梨　　渓くんが不安になるような事、言っちゃやだよ。渓くんの邪魔になる事言わないで、お願いだよ。

盆田　　そんなつもりは、僕はただ。

香梨　　もし渓くんが途中で諦めたりしたら、私、死んじゃうよ。

盆田　　ちょ、ちょっと待ってくれよ、

香梨　　あっは！困ってるー！ボンって、人の言う事一々間に受けるんだもん、真面目ー。

盆田　　……。

渓　　（奥から）香梨ー。何か食い物くれよ。

香梨　　あー、カップ麺今朝食べちゃったっけ。ポテトチップスなら残ってたと思うよ。

渓　　　バッカ、あんなカサカサしたのが腹にたまるかよ。ピザ頼んだじゃねえか、ピザはまだかよ。

盆田　　それは十日前の事で、しかも来なかったよ。

香梨　　あーそういえば。

盆田　　あの頼み方で分かるはずがない、

声　　　ごめんくださーい。

　　　　　　　　顔を見合わせる盆田と香梨。

　　　　　　　　よろよろと入ってくるピザ屋。

　　　　　　　　後ろに何かお化けみたいなのがいる。

ピザ屋　　遅くなりました、ピザ屋です。

盆田　　　えっと。

ピザ屋　　　お客様のおっしゃった、二番目にお化けの出そうな倉庫ずっと探してたんですけど、間違えて一番お化けの出そうな倉庫に入っちゃいまして。脱出するのに三日も掛かって山道一週間さ迷ってしまいました。いやあ、恐ろしかった。今でも背中にお化けが取り付いているような気がしますよ。

２人　　……。

ピザ屋　あの？

２人　　いえいえいえいえ。

渓　　　わーいピザだー！ピザだせよこら。

ピザ屋　　は、はいただちに。こちらがご注文のコーンマヨタマゴグラタンピザチーズダブルとジャーマンポテト、それとタバスコ一本です。

盆田　　　あ、ど、どうも（中を見て）うっ…ちょっといい。

ピザ屋　　何でございましょうか。

盆田　　　君ん所のお店のピザは緑色なの？

ピザ屋　　当店は他の宅配ピザ屋との差別化を図る為、ブルーチーズを使用しております。

盆田　　　や、ブルーじゃなくてどす黒い緑なんだけど。

ピザ屋　　あはは、お客さん、またまたあ。

盆田　　　いや見事にカビてる、

ピザ屋　　お客さん御存じないんですか、カビがチーズを作るんですよ。

盆田　　　そのチーズがさらにカビ作ってるみたいなんだけど。

ピザ屋　　しょうがないでしょ十日もほっといたんだからっ！

盆田　　　何で逆ギレ？

ピザ屋　　三千五百円です。

盆田　　　話聞けよ。

渓　　　　いただきまーす。

香梨　　　食べちゃ駄目っ。

ピザ屋　　消費税はサービスします。

盆田　　　もう関係ないし、消費税。

ピザ屋　　お客さーん、困りましたねえ。

盆田　　　こっちはもっと困る。

ピザ屋　　払ってもらうまで、帰りませんよ。（と、後ろの何かがどっかり座る）

香梨　　　…払おう。

盆田　　　うん。

香梨　　　払って。

盆田　　　僕う？

香梨　　　やだあー居候の癖にお客様気取りいー。

盆田　　　ちょっと待て話がおかしいぞ。

ピザ屋　　三千五百円です。（と後ろの何かが手を出す）

盆田　　　…もってって。釣りはいいからもってって。

ピザ屋　　ラッキー！いいんですかあ？すみませんねえ。また、御ひいきにお願いします。ありがたあーしたあー！

　　　　　　ピザ屋、後ろの何かに操られるように去る。

香梨　　　ひょっとして操られてる？

盆田　　　忘れよう二度と会わないんだ忘れよう。

渓　　　　腹減ったあ。食いたかったのに。

香梨　　　無事なのはタバスコ一本だけだわ。

渓　　　ずるい、ボンだけずるいーうえーん。

香梨　　ああっ、かわいそう。ボン、あんまりじゃないの。

盆田　　僕か？僕が悪いのか？ていうかこのタバスコはやっぱり僕の分なのか？

渓　　　わーんボンなんか絶交だあー。

盆田　　友好結んで十分たってないよ！

渓　　　うるさーい！うわあーん…（ふっと）今何時だ？ヘリ作んねえと。

　　　　　渓、真剣に考えながら段上へ消える。

盆田　　あの切り替わり、いつまで経っても慣れないんだけど。

香梨　　慣れるんじゃなくて雰囲気で読むのよ。

なな　　お邪魔しまーす。んふふふふ。

なな、後ろめたそうに、しかしニヤニヤして入ってくる。

なな　　彼、順調ですか。

盆田　　さあ。

なな　　（おどおどと）今日はすごいビッグニュースです。

盆田　　君がいうとしょぼく聞こえるよ。

なな　　私ビジネス始めました。事後承諾ですがかまいませんよね？

香梨　　ビジネス？

なな　　はい。（と持参のパソコンを開く）こんな事になっていまして。

香梨　　ネット賭博？わお。これ、渓くんのこと？

盆田　　わ…。「ヘリが完成するか否か」「ヘリが飛ぶか否か」「約束の彼女が来るか否か」参加者がもうこんなに？

なな　　先に作っていた彼のウオッチサイトから派生させました。賭博サイトは国内では違法なので、海外の方に協力してもらってあっちで作られています。私は自分のホームページにリンクを張って道案内をしたに過ぎないので、違法には当たりません。

香梨　　海外の人とお友達なの。

なな　　友達というわけじゃ。ネットで知り合っただけですし、本名も知りません。単なるネットビジネスのパートナーですね。よくある事ですよ。

香梨　　名前も知らないような人とお金のやり取りしちゃって大丈夫？

盆田　　黒岩を賭けの種にしているのか。

なな　　彼言ったじゃありませんか。これは二分の一のくじなんだって。同じ事を私も始めただけなんですが。あなたが怒ってどうするんです。

盆田　　別に怒ってはいないけど。

渓　　　（段上から顔を出して）なに、俺、賭けの対象になってんの？おもしれえじゃねえか。どんどんやってくれよ。

盆田　　黒岩。

渓　　　そうだな、俺も乗るか。買ってやるよ。

なな　　それはありがとうです。

渓　　　もちろん賭けるのは全部うまくいくほうに。あんまり儲けると悪いから、一口づつにしといてやるよ。よっしゃボン、払っとけ。

盆田　　あれあれあれあれ？

なな　　（渓に）じゃあ、手続きしておきますね。（盆田に）あとでお金下さい。今日は、ビジネスの報告と、動画撮りに来ただけなので、もう帰ります。あのう、それと、（盆田を手招き）

盆田　　…なに？

なな　　びっくりです。これ。（とこっそりパソコン画面を見せる）

盆田　　（しばらく画面を見ていて）…あっ！

なな　　ね。ネットの怖い部分はこういう所ですよね。

盆田　　どうやって見つけたんだ。

なな　　簡単ですよ。検索サイトで名前入力しただけです。引っかかった中にありました。顔写真つきとは思いませんでしたけど。名前も知らない相手とお金のやり取りする点は私と一緒ですね。

盆田　　だからって僕にどうしろって？

なな　　いえ。でもへえーって思いません？相手が隠してる情報持ってると楽しいかなって。

盆田　　楽しいって？意味が分からない。

香梨　　あー！これ。

　　　　　　　いつの間にか後ろに回って同じようにパソコン画面をのぞいている香梨。

　　　　　　　慌てる二人。

なな　　偶然見つけたんです。探したんじゃなくて偶然に！

盆田　　僕は気にしないしすぐに忘れるよ！

香梨　　もうとっくにやめたのになあ。後で店に電話して私の写真消してもらおう。

盆田　　だ、大丈夫？

香梨　　大丈夫じゃないよ、このカタログ古いままだもん。香梨ちゃん指名のお客さんがいたらかわいそう…あれ。ボンに仕事の事、言わなかったっけ。

盆田　　…仕事やめたって言うのは聞いたけど、やっぱり？

香梨　　うん、風俗。

盆田　　う。

なな　　あっけらかんとしてるものなんだ…。（と携帯を向ける）

香梨　　（携帯にピースして）生きる手段に恥ずかしい事なんて何も無いよ？

盆田　　…黒岩が客って。

香梨　　うん、渓くんは私のお客さんだったよ。

盆田　　……。

　　　　　　　香梨、うろたえる盆田を見、軽く声を立てて笑う。

香梨　　ななちゃん、バス通りまで送ってあげる。行こう？

なな　　は、はい。

香梨　　あそうだ、お土産もって行って。

なな　　わあ、ピザですか？ありがとうございます。

　　　　　　　　　香梨、なな、去る。

盆田　　…どうかしている。

渓　　　あ？どうかしてるってどうかしたのか？

盆田　　君と香梨は一体どうなっているんだ？

渓　　　どうもこうも、このくじは当たりだし、香梨は俺を信じてるし、俺は俺を信じてる。何が悪い？

盆田　　悪いとかじゃないけど、昔の、その、

渓　　　そうそう昔っていやあ、かつヤン元気かなあ。

盆田　　そのひとは君を轢き殺そうとしたんだ。

渓　　　あっは、そうだったそうだった。元気かなあ。

盆田　　知るもんか！…そうだよ僕は怒ってるよ！だって君は余りに無防備で何も分かっちゃいないじゃないか！言っとくけど僕は無関係で巻き込まれただけなんだよ？なのに、やきもきしているのが僕一人なんて。

渓　　　あ？お前何言ってんだ？

盆田　　そうだったね悪かったよ。どうせ僕にはくじ引きさえも理解できないんだ。

渓　　　…お前さ、射的やったことねえの？

盆田　　え。

渓　　　射的だよ射的。祭りの屋台なんかにあるやつ。

盆田　　…ある、けど。

渓　　　玉買う時さ、お前、的に当たりっこないと思って買ったりする？

盆田　　……。

渓　　　そんなバカいねえだろ？買うなら当てる気で買うよな？当たるか、当たらないか、結果がそれしか無いならよ。

盆田　　この事と射的は違うよ。

渓　　　バッカ、一緒だよ。何かを叶えたいなら、確実に叶える気で動けっての。宝くじは一等当てる気で買え。末尾番号のはした金期待する奴には買う権利なんてハナからねえんだ。いいか、宝くじ買って三億当たる確立は、二分の一なんだ。

盆田　　それはどうかな。

渓　　　いいや。お前がなりたいってんなら野球選手になるのだって、どっかの財閥の姉ちゃんとねんごろになるのだって、目指した瞬間から確率は全部二分の一なんだよ。なるか、ならねえか。それだけだ。

盆田　　君はやっぱり極端だ。

渓　　　くじは極端なものだろ。

盆田　　じゃあさ、もし僕が独立してベンチャー企業立ち上げて上場一位目指したとする。そのうまくいく確立は？

渓　　　二分の一だ。

盆田　　うそだ。

渓　　　嘘なもんか二分の一だ。

盆田　　僕はそれに二度失敗した。君の言うところの、確立が二分の一なのにだよ。矛盾しているじゃないか。

渓　　　お前パチンコやったことねえな？確立はチャレンジするたび振り出しに戻るんだよ。何回やっても確率は二分の一に変わりは無い。

盆田　　じゃあ僕は二度ともハズレを引いたって言うのか。

渓　　　そうなるな。

盆田　　都合のいい解釈だ。

渓　　　そんだけ？

盆田　　え。

渓　　　そのくじ、もっぺん引けばいいじゃん。今度こそ当たりかもなあ。

盆田　　それが、もしまた外れたら。

渓　　　もっぺん引けば？

盆田　　それでも駄目なら？

渓　　　また引けよ。

盆田　　次も外したら。

渓　　その次も引きゃいいじゃねえか。

盆田　　いつまで！

渓　　　諦めるまでだろ。

盆田　　……。

渓　　　あたりを引けないままでも、納得できて、折り合いが付くまで。気持ちよく諦められるまでさ。そういうもんじゃねえの。

間。

盆田　　僕、…納得していないんだ。

渓　　　そりゃさぞかし気持ち悪かったろうな。

盆田　　ああ。毎日最悪だった。

渓　　　くじ、もっぺん引けば。

盆田　　黒岩、君は時々まともなことを言うね。

渓　　　なんだと？てめ、俺がおかしいってのか。

盆田　　（慌てて首を振る）ととととととんでもない。

渓　　　俺はおかしくない。ただ、やり直したいだけだ。もう一度、くじを。

盆田　　ヘリのおもちゃを盗む直前に戻りたいの？

渓　　　……。

盆田　　聞いたんだ。君は言った事を忘れたかもしれないけど。

渓　　　俺さ、あっちに行きたかったんだ。ちょっとだよ、ちょっと右向いただけだ。その後は必死にまっすぐ進んだのに。気付けば、行きたいところからこんなに離れていた。

盆田　　はずれを引いたせいじゃないよ。

渓　　　あの日からすべてが変わった。

盆田　　黒岩。

渓　　　でも仕方がないんだ、俺は止まれなくなっちまった。だから俺は絶対あいつらから、

盆田　　黒岩？

渓　　　は。

盆田　　あいつらって誰。

渓　　　腹減ったな。

盆田　　……。

渓　　　おいお前誰だ。何しに来た。

盆田　　僕は盆田でここに軟禁されている。

渓　　　ああ！そっか！盆田のボン！おいボン、頼んだピザまだとどかねえのか？

盆田　　君が全部食べたよ。タバスコ一本しか残ってない。

渓　　　ちくしょう足んねえなあ、タバスコでいいから食いてえなあ。

　　　　　　　　渓、ヘリを作るために段上へ消える。

ぐったりと座る盆田。と、山田が入り口から頭だけ出して様子を伺っている。

目が合う二人。愛想笑いで会釈。なぜか目線を外せない。

二人　　えっと…、なにか？

盆田　　（同時に）「あれ、何の御用かなあ」と思って。

山田　　（同時に）「ちょっと様子見ようかなあ」と思って。

二人　　何だそういう事かあ、なら別にこれといって。

間。

コンビニ袋を提げた香梨が帰ってくる。

　　　　　　　　山田、香梨を見る。香梨も山田を見る。

　　　　　　　　ニコッとする香梨。山田、愛想笑い。

　　　　　　　　二人同時に盆田を見る。

二人　　（互いに指差して）だれ。お知り合い。

盆田　　（ぐったりと）「香梨」「ごみ収集やの山田さん」それ以上の質問は受け付けません。

山田　　ここ、何人いるんです。

盆田　　（耳をふさいでいる）

山田　　（香梨に）ど、どうもっす。

香梨　　こんにちは、ゴミやさん。

山田　　いや別にゴミ売ってるわけじゃ。

香梨　　はい。今日はこれだけ。生ゴミはもう持って行ってもらったから。よろしくね。

　　　　（とコンビニの袋だけ渡す）

山田　　あ、ああ、はい。あの、…はかどってます？仮装大賞。

香梨　　何のこと。ヘリ作ってるのよ私達。

山田　　鳥人間コンテストっすか。冬なのに。（と段上をうかがおうとしている）

盆田　　まあそんな所でいいからよろしくはいどうぞどうぞゴミ持ってって下さいねー。

（と山田を追い出す）

香梨　　追い出さなくてもいいのに。

盆田　　これ以上ややこしくしたくないよ。

香梨　　（上って）渓くん、おなかすかない？あ、寝てる。作りながら寝てる。

盆田　　そう。

香梨　　（盆田をじっとみて）…何か言いたいの？

盆田　　別に。

香梨　　ああ、そっかあ、気、使ってるんだあ、やだなあもう！

盆田　　ごめん。

香梨　　…渓くんね、

盆田　　……。

香梨　　元気な頃の渓くん、街の中ではいいうわさ聞かなかった。悪いことばかりして。

盆田　　らしいね。

香梨　　そのうち、うちのお店に来るようになって…嫌な客だったなあ。威張って、自慢して、私のお仕事のやり方に文句言うからムカついたっけ。でも金払いはよかったよ。チップ弾むしさ。

盆田　　その頃からの？

香梨　　あの日はずれを引いたから。

盆田　　え。

香梨　　その時の記憶、遊園地で誰と遊んだとか、全部忘れちゃって、その日外れくじをひいたせいで生まれて初めてひとから物を奪った、この事ばかりこびり付いていたみたい。酔っ払うとすぐその話よ。「何もかもあの日のせいだ。」耳にたこって本当にできると思っちゃった。

盆田　　黒岩…。

香梨　　次に会ったの、今から、ふた月は前。彼が死んだって聞いてたから驚いたなあ。彼、時々病院抜け出して夜中に出歩いていたみたい。そして私に聞いた。崖の下遊歩道の倉庫はどこにあるって。そこに行かなきゃいけないんだって。

盆田　　そこがここ。

香梨　　そこに何があるのって聞いたら、約束があるって。約束って何って聞いたら、わからないって。彼、ずっと黙ってたけど、急にうれしそうに笑ったの。思い出したって叫んでね。

盆田　　和果子ちゃんをヘリに乗せること。

香梨　　それからよ。私何だか気になって、時折この倉庫見に来てたんだけど、ある夜行ってみたら、そこに渓くんがいて、鉄くずを組んでいたの。

盆田　　どうして黒岩と一緒にいるの。

香梨　　いったじゃん、彼ってばかわいい夢を持ってるって。そしてくじをひこうとしている。おっきな二分の一のくじを…まるで何かに背中を押されるように…思い出、約束、和果子ちゃん…ううん、やっぱり渓くんが渓くんにいったの。くじを引けって。

盆田　　難しいことを言うね。

香梨　　じゃあ何だっていいよ。神様のせいにしたっていい。同じ事だもん。

盆田　　…ヘリが飛んだら、彼はあっちの方向へ行けるだろうか。行きたかった方向へ。

香梨　　え。

盆田　　香梨、あのヘリは飛ぶの？

香梨　　渓くんがそう信じる限り、飛ぶよ。

盆田　　信じる限り…。

渓　　　（奥から）香梨ー。

香梨　　なあに渓くん。

渓　　　香梨ー。（泣きそうな顔をして出てくる）

香梨　　あっ。

　　　　　　　　　香梨、段上へかけあげる。

　　　　　　　　　小さくしゃがむ渓。香梨、渓の頭を抱えてやる。

盆田　　また？

香梨　　本当に大丈夫なの？

盆田　　頭を傷つけた人にはわりと多いよ。僕は病院でひどい頭痛の患者をよく見かけたから。

香梨　　渓くーん、大丈夫だからねー。どうする？頑張れる？もしだめなら、ボンに言って病院に連れてってもらおう。嫌だ？そっか。頑張れそうなら、手を振ってみて。

渓　　　（泣き顔で手を振る）

香梨　　すぐおさまるからねー。もう少し我慢しよう、もう少しだからね。

香梨、渓の頭を撫でてやる。

ふっと盆田に顔を向け、にっこりする香梨。

盆田　　…やっぱり君はどうかしている。

　　　　　　　　　　　　　｛４｝

　　　　　　　　にこやかなピザ屋と、後ろの「何か」。

「何か」はひとかけらピザを持って食べている。

　　　　　　　　それを遠巻きに見ている盆田と香梨。

ピザ屋　　じゃあ確かに、コーラ二本とタバスコ一瓶。ここに置きますね。

二人　　……。

ピザ屋　　どうかなさいました。

盆田　　いや、えっと、

香梨　　前とおんなじ店員さんが来たなあと思って。

盆田　　その上後ろのやつもおんなじ、

香梨　　しっ！

ピザ屋　　うしろ？

　　　　　　　　　ピザ屋、振り向くが、「何か」は背中にぴったりの為、ピザ屋には見えない。

ピザ屋　それにしても、お客さんがた珍しいですね、ピザ屋にジュースしか頼まないなんて。

盆田　　ピザも頼んだよっ！

ピザ屋　またまたあ。

盆田　　じゃあ後ろのやつの口が何でモグモグしてんだよっ！

香梨　　しっ！

ピザ屋　うしろ？（見えない）お客さんー。からかっちゃ駄目ですよー。

盆田　　そうそうこのもどかしさ。土曜の夜８時、こんな感じだったなあ。

香梨　　私ひょうきん族観てたからわかんない。

ピザ屋　あれえ、伝票。

　　　　　　　　　ピザ屋、ポケットの伝票を探す。

　　　　　　　　　後ろで「何か」、ピザをくわえたままペンで伝票に書き込んでいる。

　　　　　　　　　それを後ろからピザ屋の目の前に。

ピザ屋　　ああ、あったあった。えーと毎度ありがとうございます、お会計四千八百円です。

盆田　　このコーラは一本いくらだあーっ！

ピザ屋　きっとタバスコが高いんですね。

盆田　　おたくんとこ、どんな高級なとんがらし使ってるのかな。

香梨　　あっ！あっちからヨン様！（とピザ屋の後ろを指差す）

ピザ屋　えっ！

ピザ屋、振り向く。「何か」も振り向いている。

顔を戻した「何か」と目が合うピザ屋。

ピザ屋、驚きの声をあげようとする。

「何か」ピザ屋の目の前で指をグルグル回す。

ピザ屋　あっははー、もう本当冗談好きな方で。

香梨　　操られてるよ、絶対操られている。

盆田　　それより後ろの奴もヨン様に反応したことが驚きだ。

ピザ屋　まあ、とりあえず、お会計お願いします。

盆田　　よく見てよ、この金額はおかしくない？

ピザ屋　　そう言われましても、私は雇われの身なので値段の事はなんにも。一応伝票に書いてあることですし、頼みますよ。（と「何か」がどっかり座る）

香梨　　　…払おう。

盆田　　　うん。

香梨　　　払って。

盆田　　　また僕う？

香梨　　　やだあー居候の癖にお客様気取りいー。

盆田　　　ちょっと待て今日も話がおかしいぞ。

ピザ屋　　四千八百円です。（と後ろの何かが手を出す）

盆田　　　…もってって。釣りはいいからもってって。

ピザ屋　　ラッキー！いいんですかあ？すみませんねえ。また、御ひいきにお願いします。ありがたあーしたあー！

　　　　　　　　ピザ屋、後ろの「何か」と共に去る。

盆田　　もう駄目だ、もうあそこで注文しちゃ駄目だ。

ピザ屋　（顔を出す）あのー。

２人　　ぎゃー！

ピザ屋、再び後ろの何かと共に顔を出す。

ピザ屋　　表にお客さんです。帰ろうとしたらばったり会ったもので。入り口の前でうろうろなさってましたから。

香梨　　　わ、わざわざありがとうもう帰って。

ピザ　　　それじゃ、どうも。

　　　　　　　後ろの何か、「アデュー」の指サイン。

盆田　　何かなれなれしいぞ後ろの。

なな　　んふふー、おじゃましまあーす。

　　　　　なな、携帯を向けて入ってくる。

香梨　　お客さんってななちゃんじゃない。

盆田　　外で変なピザ屋みなかった。

なな　　ああ、うしろに何か変なの取り付いてましたね。それよりも大変なんです！ビッグニュースです！

盆田　　このひとさらっと流したよ。

香梨　　どんなニュース。

なな　　見つけました！ついに！私、接触を図り、無事連れてきました！

香梨　　誰を？

なな　ご覧ください。和果子登場です！

二人　　え！

　　　　　　　祥子、入ってくる。

盆田　　……。

祥子　　はじめまして。和果子です。

香梨　　本当に？本当に和果子ちゃんっ？

祥子　　ええ。約束通り黒岩くんに会いに来たの。

盆田　　和果子さん！

祥子　　はい。

盆田　　ちょっと。

盆田、祥子を引っ張っていく。

盆田　　どういうつもりなんだ。

祥子　　考えた結果よ。言ったでしょ、あなたが職場に戻る方法。要はこの件が終わればいいのよ。

盆田　　ええ？

祥子　　約束のマドンナ和果子が登場すれば、黒岩渓は満足してここに篭るのをやめるでしょう。

盆田　　本物の和果子が来たらどうするんだよ。

祥子　　あなたそれ本気で言ってるの。

香梨　　和果子ちゃん。

祥子　　は、はいっ！

香梨　　うそっぽい。本物？

なな　　とんでもない、彼女は本物です。だって自分でそう言ったんですよ。

祥子　　本当よ。子供の頃に黒岩くんと約束したのよ。なのに疑うなんてひどいわひどいわ。

（と、しくしく）

盆田　　うわーどうしよ、これ。

香梨　　でもおかしいな、雰囲気違う。

祥子　　ふ、雰囲気。

香梨　　だって、渓くんに聞いた限り、和果子ちゃんって、ちっちゃかったのに、もうコギャルだったって。

祥子　　てかあーチョー和果子っていうかあー。チョベリバー。

盆田　　…がーん。

香梨　　それに、黒船のペリーの物まねが出来て、

祥子　　開国シナサーイ。

盆田　　似てるかどうかわかんない。

香梨　　あと、将来ものすごいナイスバディーになって、

祥子　　すいませんでした。

盆田　　謝った！

祥子　　でも！これから成長するんです！

盆田　　負けず嫌いだ。

祥子　　誰が何をいおうと私は和果子なの。

香梨　　だってえー。

祥子　　あなたじゃ話にならないわ。黒岩くん！黒岩くーん！

渓　　　ああ？呼んだか？

渓、奥から顔を出す。きょとんと祥子をみる渓。

渓　　　誰だお前、何しに来た。

祥子　　あなたに会いにきたのよ。

渓　　　俺に？

祥子　　私よ、和果子！

渓　　　……え。

祥子　　会いたかったわーん！

渓　　　本当に和果子か？

祥子　　そうよ！黒岩くん！

渓　　（両手を小さく広げる）

祥子　　え。

渓　　　……何の冗談だ。お前、和果子じゃないな。

祥子　　どうして、私が和果子よ。約束どおり会いに来たんじゃないの。

渓　　　（香梨に）どっちの悪ふざけだ？

香梨　　こっち。（と盆田を指差す）

盆田　　ええっ。

渓　　　バッカだなあ、そんなんで引っかかるかよ。俺と和果子には再会したときの為に秘密のサインがあるんだ。つまりそれが分からない奴は偽者って訳だ。俺を騙そうとしやがって、この、バッタ女が。

祥子　　バッタ女？

渓　　　なんならパチもん女でもいいぞ。けっ。くだらねえ。

祥子　　黒岩くん？

渓　　　お前らのお遊びに付き合ってる暇なんてねえの。

　　　　　　　　渓、さっさと奥へ消えてしまう。

祥子　　ちょっとー！随分失礼じゃないの！待ちなさい！ふざけんなこのやろーっ！ぜーぜー。

盆田　　……。

香梨　　……。

祥子　　うふ、私和果子です。

二人　　手遅れっ。

なな　　あなた誰。

祥子　　黙ってたけど実は私、和果子じゃないの。

香梨　　うん、知ってる。

なな　　そんな、賭けの参加者は和果子が来ない方に掛けた人の方が多いんです、和果子が現れれば私は儲かる手はずだったんですよ。これはサイトの運営を妨害する迷惑行為に当たると思うんですけど、裁判ならどちらかといえば私のほうが有利だと思うんですけど。

祥子　　よく分からないけれど、あなたそういうお金儲けよした方がいいんじゃないかしら。こんな簡単な事を見抜けないんだもの向いてないわ。それに悪趣味なサイトの運営も品性を疑うからもう一度考え直した方がいいと思う。けどそれは個人の表現の自由とセンスの問題だからとやかく言う事じゃなかったわね、ごめんなさい今の発言は忘れて。

なな　　（一気に隅っこへ走って小声でブツブツ言い出す）

香梨　　あ、負けた。

盆田　　彼女に勝とうとしちゃだめだ。

祥子　　（ななに）あの、ごめんなさい聞こえないからこっちで言ってくれる。
なな　　（思い切って）あ、あなた、

祥子　　はい？どうぞ？

なな　　だ、騙すのは良くないと思います。

祥子　　ええ、おっしゃる通り。ごめんなさい。もう二度としないわ。まだ何か。

なな　　（口をパクパクさせてパソコンに突進、ものすごい速さでキーボードを打っている）

香梨　　わー文字で真っ黒。

盆田　　どこの掲示板だ？とばっちり食らってるの。

香梨　　で、結局誰なの。

盆田　　…彼女は祥子。僕の昔の、…今は看護士。

祥子　　そうよ。私、黒岩渓が入院している病院から来た、

香梨、すばやく落ちている木の棒切れを拾う。

盆田　　待った待った落ち着け香梨！　

香梨　　渓くんどうする気！

祥子　　彼を自由にしたい？

香梨　　彼は自由よ。

祥子　　これを。（と小さな紙袋）通院して欲しいんだけどまだ難しそうだから。頭痛薬。これないと彼困るんじゃない？

香梨　　あ、ありがとう。

祥子　　おめでとう、彼、退院よ。

盆田　　祥子。

祥子　　彼女は保護者にあたるから問題ないでしょう。彼が納得せずにここに残るというなら、この方法で解決させるしかないの。それとも連れ戻して欲しい？私の報告次第なんだけど。

盆田　　……。

祥子　　あなただって結果くらい理解してるでしょう。今彼らがしている事は自分達を傷つけるだけだわ。だけどその道を二人が選んだなら仕方ないじゃない。

盆田　　うん…確かに、こんな馬鹿げた事…分かってる。

祥子　　あなたが患者の影響を受けていくのが心配なのよ。戻ってきて、お願い。あのおもちゃを飛ばそうなんて事に関わらないで。私、…自分でみっともないの分かっていて頼んでいるのよ？

盆田　　祥子。

　　　　　間。

盆田　　僕さあ、ロボット持ってた。超合金で、（手に持ち、飛ばすしぐさ）敵の攻撃にもびくともしない。だって超合金だから、傷一つ付かないんだ。僕は手の中のロボットを何一つ疑わなかった。

祥子　　…え。

盆田　　（段上を指して）あのヘリもきっと傷なんて付かないんだよ。作ってる黒岩も、香梨だってもちろんそうなんだ。だから…なにを言いたいかって言うとね、

祥子　　聞きたくないわ。

盆田　　祥子。…あのヘリは、飛ぶんだ。

　　　　　　　　間。香梨、なな、盆田を見る。

祥子　　…そうやってどこまで駄目になっていくの。

盆田　　それでも僕は今くじを引いている最中だから。

祥子　　くじ？何のこと？ 

盆田　　（首を振る）

祥子　　…わかったわ、これですっきりした。邪魔してごめんなさい。

祥子、出て行く。

盆田　　祥子と別れたのはもっと前だから、これは何ていうのかな。

香梨　　振られたのよ。

盆田　　やっぱそうか。

なな、パソコン画面に向かっていたが、突如立ち上がる。

呆然と画面を見詰める。

香梨　　どうしたの。

なな　　（口をパクパクさせている）

香梨　　声。声忘れてる。

なな　　パートナーが。

盆田　　だ、だれ。

なな　　私の賭博サイトを海外で開いていたビジネスパートナーです。無いんです！サイトデリってます！メルアドだって！ホットメールでどうして信用したりなんか！私としたことが！ドルが！セントが！

香梨　　ご、ごめんね日本語でお願い。

なな　　パートナーが逃げました。掛け金全部持って消えちゃったんです！賭博サイトも消えて、メールも送れない、連絡付かなくなっちゃったんです！

香梨・盆田　えー！

盆田　　被害届けださなきゃ！

なな　　無理ですよ、相手が海外じゃ！それに私だって法律スレスレでとても。どうしよう掛け金の請求は私のところに来るんですう！どうしよう！どうしよう！

盆田　　おちついて。いくら。今の所そっちで払わなきゃいけない総額、概算でいいから。

なな　　が、概算、概算、二千人の参加者の組み合わせ別に、合計、えーとえーと、最悪の組み合わせの場合、私が請求される全金額は、…二百八十万円、です。

（椅子からずり落ちる）

盆田　　し、しっかり。　

渓　　うるっせーなー、さっきからよう。（ななを見て）お？その顔は。あっはは、騙され顔だー！お前、さては相棒に金持ち逃げされたんだろ！

盆田　　するどっ。

香梨　　二百八十万だって。大変な事になっちゃった。

渓　　　はした金じゃん。俺なんかもっと大変だぞ。セドリックで頭轢かれたり、コンビニで一億出せって言ったり、

盆田　　はいはいはいはい。

　　　　　　　　　　なな、這いずってパソコンを袋に入れ、出て行こうとする。

なな　　こんなの始めるんじゃなかった…あの、じゃあ。

盆田　　ちょっと待った、どこ行くの。

なな　　もういいんです、全部やめますから。サイトは閉鎖します。メールアドレスも抹消して、プロバイダーも変えて雲隠れしますから。

盆田　　君が始めたことだろう？

なな　　私の個人的なことです、あなたに関係ないと思うんです。まさか詐欺に遭うなんて思っても見なかったんですよ。どうして私が配当金をかぶらなきゃいけないんですか。

盆田　　なら参加者に対する責任は？黒岩だって一口３セット買ってる。…間違えた僕の金だ。

なな　　私のせいだって言うんですか！私騙されたんです、被害者なんですよ！わかった、じゃあ返しますよ。一口たかだか三百円でしょ。３セットで九百円。千円あげるわ。

香梨　　落ち着こうよ、逃げたって、すぐ見つかるよ？

なな　　それこそ警察は動きませんよ、一人一人の額ははした金なんですから。一個人が一個人のサイト運営者なんて特定できませんよ。逃げ切れます。

盆田　　そういうのは駄目だって。それじゃ君まで詐欺を働くことになるじゃないか。

なな　　ええごもっとも。あなたって本当杓子定規。でも正論を聞いている時間なんてありませんから。じゃ、全部無かったって事で。

渓　　　あっは。無理無理。

なな　　え。

渓　　　だってよ（プッと吹き出して）すぐ捕まる捕まる。

なな　　サイト自体捨てアドで手に入れたんです。匿名で借りたんだから、閉鎖すれば何も残らないはずです。一体何の根拠で。

渓　　　は？意味わかんね、てか普通にさあ、他人にコロっと騙されるようなトロイ頭の奴が詐欺なんて出来る訳ねえじゃーん（おもちゃをいじりだす）ぎゅーん、だだだだーん。

（おもちゃを浮上させ、段を降り、ななを攻撃。奥へ。）

なな　　（口をパクパク）

香梨　　もう方法が無いんだよね？こうなったらさあ、思い切って配当金自腹で払っちゃおう。そしたら丸く収まるでしょ。あ、でも、ななちゃんお金ないよね。そうか、お金ないなら、しょうがないなあ。私、今一応貯金が、

なな　　（口をパクパク）

香梨　　え。なに？

なな　　…みんな私をバカにしてるんですね？私のことを、

香梨　　してないしてない。*

なな　　ふざけないで風俗嬢が稼いだ金なんか借りたら恥ずかしくて死んじゃうわ！その上あの患者にまでバカにされるなんて！侮辱だわ、いい？今までバカにしていたのは私のほうなのよ！私のほうが絶対いい学校出てるし育ちだっていいもん！そうよあんた達なんかサイト閲覧者の笑いものだったんだから！勘違いしないでよ！ 

　　　　　　　　　　　間。

　　　　　　　　　　　なな、パニック。自分の口を手で覆い、二人を呆然と見る。

なな　　わ、私は、違うのこんな事を言う様な民度の低い…イヤああああ！（と奥へ走り去る）

盆田　　いやーといわれても。

香梨　　口から出る言葉って、重たいんだなあ。

　　　　　　　香梨、段の上へ。パネルの奥をのぞいている。

香梨　　　作りながら寝てるよ。

　　　　　　　盆田、そっと後に続き、何か声を掛けるべきか思案している。

香梨　　ボン。

盆田　　はいっ。

香梨　　ありがとう。くじを引くって言ってくれて。

盆田　　どんな事でも言い訳しないできちんと選んで行けたらって。結果も含めてさ。

香梨　　…私、ずっと後悔さえ出来なかった。ただ生きるのに必死で。だって何もかもが後ろへ流されて消えていくから。取り戻せないなら進むしかないじゃない？（困った表情の盆田に少し笑う）大丈夫だよ、…和果子はとっても弱かったけど、今の私は超合金だもん。

盆田　　……香梨。

香梨　　香梨は風俗のお店で使っていた名前。おもしろいでしょ、思い出の男の子との再会場所が、いかがわしいお店だったなんて。

盆田　　……。

香梨　　渓くんね、とっても悪い人になってた。そしてそのせいで車に轢かれて殺されかけた。私思うの。どんな事でも、やったことは全部自分に跳ね返ってくるって。今の私だって、きっとそう。きっと何もかもがそんな風に出来ているの。

盆田　　…君が和果子なら、どうしてこんな事を？

香梨　　渓くんがかわいい夢を持ってるから。悪い事して人を傷つけた時間を切り取って、ささやかな夢を純粋に見ているから。

盆田　　…え。

香梨　　私には自分の時間を切り取れないから。…なんて言ってみたりね。

盆田　　名乗らないの。

香梨　　…崖の下遊歩道か。ここって変な場所。

盆田　　え？

　　　　と、入り口からそっと入ってくる山田。

　　　　段上の二人には気付いていない様子。

　　　　身を低くしてゆっくりと中央を通り過ぎ、舞台の奥の物陰へ一歩入る。

香梨　　わっ！

山田　　ぎゃー！

盆田　　（同時に）何してるの。

山田　　（同時に）何でもないです！

　　　　　　　間。

香梨　　（同時に）そ、そうなんだ。

山田　　（同時に）そ、そうなんです。　

　　　　　　　間。全員、あいまいな笑顔でちょこんと首をかしげる。

盆田　　山田さん、今日はゴミなら無いよ。

山田　　もう日テレの応募終わってるじゃないスか仮装大賞！鳥人間もまだ募集掛けてないし！何でまだここにいるんすか！

盆田　　は？

山田　　もういいっしょもう！いい加減倉庫から出てってくれよお。

香梨　　でも山田さんの倉庫じゃないんでしょ？

山田　　お前らの倉庫でもないだろコノヤロ。

盆田　　コノヤロって事は無いだろ。

山田　　なんだてめ、やんのか、ああ？

盆田　　だからさ、なんなの。

山田　　なんなのじゃないでしょあんたらがなんなの。

香梨　　なんなのかな。

山田　　だからなんなのっ。

渓　　　なんなのよあのさ、あの女、奥でビービー泣いてうるさいんだけど、どうにかなんねえの？クソもゆっくり出来ねえっての。

　　　　　　　　渓、奥から出て段上へ篭る。

　　　　　　　　山田、渓を目で追うと、急によろけて尻餅をつく。

渓、しばらく作業をしているが、ふと気付いて山田を見る。

長い時間目を合わせている二人。

渓　　　……かつヤン？

山田　　……黒岩…！

渓　　　かつヤンじゃねえか！なんだよ久しぶりだな、元気か！

山田　　(慌てて何度もうなずく)

渓　　　ちょっと待ってろよ、今手ェ離せなくってさ。区切りついたらそっち降りるからよ。

盆田　　あれ知り合い？…って、おい！

香梨　　知り合いなんだ。

盆田　　どうしよう、どどどどうしよう。（小声で）僕はただ調書を見ただけだし。

香梨　　え。

盆田　　黒岩に聞いた名前なんだ。かつヤンってのは、５年前に黒岩を車で轢いた人間だよ。

香梨　　うそ。

盆田　　かつヤンが、シャバに出てきた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　｛５｝

なな、階段に憔悴しきって座っている。

渓、顔を出す。背後から近づき、ななの頭におもちゃのヘリを乗せる。

なな、無視。

渓　　　うわつまんねえー。

なな　　どうせ私はつまらない人間よ。あなたみたいなおめでたい人と違ってね。

渓　　　（ななが喋っている間にヘリを離陸、大きいヘリの骨組みを引っ張り出す）

なな　　…聞いてないでしょ。

渓　　　ここ、ここ。（と接続部をあごで示す）早くって！

なな  　ええ？（少しムッとして押さえてやる）あなたには分かりっこないでしょうけど、サイト…ホームページの事です、いろんなジャンルがあっても、結局人は下世話な記事が好きなんです。サイトを作る側からすればそんな記事に人が群がるのは快感ですよ。大衆を操っている様な気さえしてきます。

渓　　つぎこっち。

なな　　…いいですか。私があなたの顔写真やここの場所をはっきり公表したらもっと面白い事になるんですよ。ネットでなく現実に人が群がってきてあなたは晒し者です。私、それが出来るんです。この場所へ人を寄せる位、私には簡単に。

渓　　　なにが寄るって。

なな　　だから、人ですよ。

渓　　　人？どんな。サラリーマンとか？露天のおっちゃんとか？女子高生とか？

なな　　本当分かってないんですね、私みたいのがいっぱい来るんですよ！ 

　　　　　　間。

なな　　私みたいな、物好きで、悪趣味で無責任な野次馬。どうしてこっちの世界じゃそう呼ばれるんでしょうね。

渓　　　ここぎゅっと持って。

なな　　私ネットではちょっとした有名人なんですけどね。でも、ネットに繋がないでいる時って…こっちの世界ってしっくり来ない。あなたもココがアレなせいで、半分こっちに居ないでしょう？こっちの世界はあなたにとってどうです？

渓　　　こっちの部分はきちんと繋がってるよ。さっきやったろ。

なな　　そうじゃなくて。…ねえ。どうするんです、あなた轢いたかつヤンってひと。

渓　　　かつヤンなあ。なつかしいよなあ。

なな　　…うらまないんですか。あなたをそんな風にした人間を。

渓　　　よおーし！（といきなり立ち上がり、組んでいた骨組みをパネルの奥へ）ぴったりはまった！おっしゃー！おい、呼んで来い。

なな　　え。

渓　　　呼べよ、お前がパソコンで呼べるって連中。ま、ヘリっつってもまだ仮付けだけどよ、全貌が明らかにって奴だ。お前、たくさん人呼べるんだろ？そいつらにさ、飛ばす日教えてやるよ、だから今すぐ来いって言えよ。

なな　　分からないんですか、呼べばあなたその人達に笑われるんですよ。

渓　　　そりゃ笑うだろうよ。

なな　　え。

渓　　　俺だってもうニッコニコでもう本当笑っちゃいそう。だから呼べって。

なな　　……。

渓　　　ん？

なな　　…すぐは、無理です。…呼べない、です。

渓　　　ええー？

なな　　で、でも、皆さんを。皆さん呼びましょう。ずっとここで見守っていたんだし。

渓　　　そうだよあいつら何してんだよ。なあ、お前に手伝わせてさあ、

なな　　いえ、私は。

渓　　　ありがとな。

なな　　…ごめんなさい。

渓　　　は？お前、バカか。普通どういたしましてだろ。

なな　　本当ですね。「どういたしまして」…みなさーん！集合！ヘリが仮縫い状態で出来上がりましたよー！

現れる面々。

盆田・香梨。山田もいる。山田と盆田、手招きされるまま渓のいる段上へ。

盆田　　（ななに）もう大丈夫なの。

なな　　このまま賭けを続けます。国内の賭博は違法ですが捕まらないよう祈るだけです。

香梨　　お金は。私借金は嫌いだからあげるつもりだったんだよ？

なな　　いいえ。貯金ならギリギリありますから。でも、もし足りなかったら分けてください。

香梨　　まかせて。

渓　　よおーし、引っ張れー。

　　　　　　　　　盆田と山田、パネルを処理。

ヘリコプターが現れる。

鉄骨で組まれた単純なつくり。棒の枠で囲まれたリフトのような席の上にプロペラが伸びている。

なな、がっかり。

なな　　（おどおどして）ええー？ヘリって感じじゃないんですが。

盆田　　　少人数が乗るならかなり現実的な形なんだよ。単純な骨組みで軽量化してある。

なな　　　もうすこしそれっぽいの期待していたんですが。

渓　　　バッカ、大事なのはプロペラが回って宙に浮くかどうかだ。それこそがヘリの原理なんだからよお。

なな　　絵的にしょぼいです。賭博サイト的になんていうか。

渓　　　パソコン得意だろ。写真いじればいいじゃん。

盆田　　それは捏造じゃないか。

渓　　　ばれなきゃいいんだよバカ。

盆田　　バカバカいうなよ。

香梨　　試運転しないの。

渓　　　このエンジンじゃまだ分かんねえんだ。プロペラ回してみる為に、形だけくっつけただけだから。

香梨　　いいじゃない、見たい。

渓　　　そうか？

　　　　渓、座席（単純な背もたれ無しの椅子）に腰ける。

渓　　じゃ、…行くぞ。

　　　　　渓、ヘリを始動。ゆっくりとプロペラが回り始める。

　　　　　思わずかけよってヘリを囲む面々。

盆田　　回ってる…動いたって感じがする。

渓　　　感じじゃねえよ動いてんだ。

盆田　　…うん。

香梨　　あっ！

渓　　　え、うわ！

盆田　　押さえて！

　　　　　　　　　面々。思わずヘリを押さえる。

　　　　　　　　　がたがたと揺れる機体。慌てて止める渓。

香梨　　びっくりした。

なな　　今、ひょっとして、浮きましたか？

盆田　　浮いたよね。

香梨　　浮いた。

山田　　浮いたっすよね。

盆田　　…これは…もしかして、本当に飛ぶんじゃないのか？

渓　　　バッカ今更何言ってんだ、飛ぶに決まってんだろ。

盆田　　黒岩！君、すごいよ！

渓　　　俺がすごいのは当たり前だバカ。

なな　　うーん、動きのある画像はまあまあ説得力あるか。じゃ。編集が待っていますから。

盆田　　やっぱりあっさりしてるなあ。

なな　　私はあくまで傍観者ですから。これでもわきまえているんです。（去る）

渓　　　おい、腹減ったんだけど。ドンブリ屋まだ来ねえの。

香梨　　注文してから結構経ってるし、そろそろだとは思うんだけど。やっぱりここ分かりにくいのかなあ。

山田　　玉子丼に火が通っちゃうっすね。

盆田　　いいや、最悪の場合は緑色になるんだ。

山田　　はあ。

渓　　　かつヤンだからかつ丼かと思ったのに玉子かよ？

山田　　いやあ、出てきたばっかりでお金ないもんで。

渓　　　バッカそういう時は俺に言えよ。百万までならトイチで貸してやるよ。

山田　　黒岩に金借りるの怖いなあ。また車で轢いちゃったら大変じゃないか。

二人　　あははははは。

盆田　　笑うところか？今のは笑うところなのか？

香梨　　内容はともかくほのぼのした光景ね。

丼屋　　おまっとさんですー！丼屋でーす！

　　　　丼屋、入ってくる。後ろに何かいる。

盆田　　…ピザ屋。

丼屋　　いえ、丼屋です。転職しました。

盆田　　後ろの「何か」も一緒に？

丼屋　　うしろ？（振り向くがいない）お客さん、またまたあ。

香梨　　何かこのやり取りにもう慣れちゃった。

丼屋　　えーと、ご注文の、玉子丼天丼親子丼唐揚げ丼見事にバラバラで店的に非常にうっとーしー注文お待ちどう様です。

　　　　　「何か」オカモチを置く。

盆田　　…手伝ってるよ。

香梨　　（中を見て）あー！食べられてるー！

盆田　　なにいーっ！

二人、「何か」をにらむ。

「何か」そっぽを向いて口笛をふく。

香梨　　ベタなごまかし方してるわよ。

盆田　　しかも口笛吹けてないし。

丼屋　　（くるりとその場で一回転）あ、どうもー、器お下げに来ましたー！

盆田　　ちょっと待てやー！

香梨　　操られてるのよ。

丼屋　　当店後払いです。ひーふーみーよー、三千二百円ですー。

盆田　　後ろの奴が払えよ！

丼屋　　後ろ？（振り向く）お客さん、またまたあー。

（「何か」つまようじでしーしーやっている。）

香梨　　うわ、すっごいムカつく態度。

丼屋　　おきゃくさーん、お会計。（「何か」手を出す）

盆田　　今日は払わない！絶対払わない！後ろの奴が謝るまで払わない！

丼屋　　困りましたねえ、おきゃ（口をぽかんと開けて呆ける）

盆田　　？

　　　　　　　　「何か」丼屋から離れ、しずしずと盆田に近づく。

　　　　　　　　盆田の真後ろに立ち、抱擁しようとする。

盆田　　わ、分かった。払う。払いますから宿主に帰って。

　　　　　　　　

香梨　　私黙っててよかった。

丼屋　　（「何か」戻る）…くさあーん。払ってくださいよ。

盆田　　もってって。釣りはいらない。そしてもう来ないで。

丼屋　　変な人ですね、呼んだのお客さんでしょ？まいどっ。

　　　　　　　　　丼屋、「何か」と共に去る。

　　　　　　　　　段上にいた山田が降りてくる。

山田　　あれ、丼屋さん来なかったんすか？

盆田　　あんなのを丼屋とは認めない。

山田　　はあ。

香梨　　ごめんね、お客さんなのに。後で買出しに行くからご飯は我慢してね。

山田　　いえ、おかまいなく。

香梨、渓の手助け、段上へ。

盆田　　あの、山田さん、あの時、山田さんが来てすぐの時、すごく失礼な態度とったけど、ごめん。僕はてっきり。

山田　　いやーとんでもない。当然っすよ、誰だって警戒しますって。何しろ黒岩をあんな目に合わせた張本人ですから。

盆田　　（渓を指し）驚いた？

山田　　ええ。、てっきり黒岩は寝たきりになっているとばかり思っていたもんすから。黒岩は根性ある男でしたから、こうやって元気になるのも頷けます。

盆田　　もっともさっき話した事でもすぐ忘れるから、付き合うにはコツがいるんだけどね。

山田　　５年前のあの日、よおーく狙って頭中心にゴリゴリ轢いたんすよ。それでも言葉を話せるようになるんですよね。奇跡ってあるんすね。（と涙ぐむ）

盆田　　せっかくさ、模範囚で出てこられたんだから、そうやって責めたってさ。

山田　　自分の心の弱さが原因なんです。あの時は魔が差して、ただ黒岩からの借金から逃れたくて。

盆田　　僕が言うのもなんだけど、追い詰められていたんだろう？黒岩のやり方も酷かったんだろうし。山田さん、これからの事だよ。これから償っていけばそれでいいんじゃないかな。

山田　　ありがとうございますううう。

渓、突然立ち上がり、満面の笑み。

階段を駆け下りる。

渓　　　ブルン！バラバラバラ！ごーっ！（と攻撃ヘリごっこ）

香梨　　（一緒になって）ぎゅーん！だだだだだ！

盆田　　げ、来た。しょうがないなあ。ひゅーん！どかーん！ずがががが！

渓　　　どかーん！どどどどどど！

盆田　　（山田に）時折こうなるんだ。

山田　　……。

盆田　　いちおう僕も必死なんであっけに取られないでくれる。だばばば！

山田　　あ。すいません。

渓　　ぎゅーん！バラバラバラバラ！

　　　　　　　渓、山田の周りを旋回。

　　　　　　　香梨、盆田を攻撃、二人は奥へ消えていく。

　　　　　　　山田を攻撃する渓。

渓　　ずどどどどどどど！どかーんどかーん！

山田　……。

　　　　　　渓、飛びながら奥へ。

　　　　　　山田、くるりと体を回転させ、倒れる。

　　　　　　間。

　　　　　　渓、入ってくる。

渓　　　呆けてんじゃねえよ、バカ。

山田　　（体を起こして）だけど、それは無謀なんじゃ。

渓　　　あ？かつヤンよお。お前が俺の貸した金を一向に返してくれない事の方がこっちとしちゃよっぽど無謀に思えるんだけどよ？

山田　　でも、少しずつ返してる。

渓　　　ちくちくちくちく返しやがって、痒いんだよ。一括だ。残りは一括。ハイ決定。

山田　　そんなの無理だよ。

渓　　　何とかなるなる、お前腎臓一個余分に持ってるしよ。

山田　　余分じゃないよ、二個しかないよ。

渓　　　俺さ、きれ～に切り分けてくれるいいお医者さん知ってんだ。キミを連れてってくれる素敵な船の船長さんとか。

山田　　（無理に笑って）よ、よしてよ。やだなあ。

渓　　　嫌なら、頑張りなって。俺かつヤンの頑張りが見たいなあー。

山田　　……。

渓　　　別に、戦争に行けっつってんじゃないんだ。話し合いだろ？平和的にさ。ピイース。

山田　　黒岩、相手が悪いよ。あの建設屋の裏に控えてる連中の事知らない訳じゃないだろう？　　

渓　　　バッカ、関係ねえよ。悪い事してんのは誰だ？裏帳簿作っちゃった向こうだろ？話し相手は裏じゃねえ、表だけだ。表の人間と話しつけて、貰うもん貰ってさっさとずらかりゃいいんだよ。

山田　　…一億。

渓　　　連中にとっちゃ、かわいい金額じゃねえか。簡単だろ？ビジネスなんだ。俺達は何故かどっかに消えちゃった裏帳簿のありかを知っている。だからその場所の情報を売ってやろうってんだ。お値段一億ポッキリ…安いねえ。しこたま貯めた裏金ちゃんの何パーセントかな？おい、かつヤン。

渓、山田の頭髪をつかむ。

渓　　　お前の俺に対する誠意はこの方法だけだ。一人で出来るな？

山田　　（泣きそうになって頷く）

渓、ほくそえんで山田を離す。そのまま段上へ。

山田、段上の渓を見る。

渓、ヘリコプターの骨組みをいじっている。

山田　　なあ、黒岩あ。

渓　　　（背中を向けたまま）

山田　　前に聞いた、お前がはじめて物を盗んだ日の話。何をバカなと思ったけど、そうだな、あの日にもしもそうしなかったなら、お前はこんな奴だったのかもしれないな。

　　　　　　　段上へとあがる山田。

山田　　なんだかちっちゃくなったな。それとも勝手に大きいと思い込んでいただけなのかな。

　　　　すっかり毒がぬけちまって。全部わすれちまったんだな…いいや、ちがう。全部じゃない。全部忘れてなんかいない、なぜなら。

山田、渓の真後ろに立つ。

山田　　ここが、約束の場所だからだ。

　　　　　　　山田、背後から渓の首を絞めようとする。

　　　　　　　盆田と香梨、踏み込む。

盆田　　だめだよ。

山田　　！

盆田　　それだけは、だめだ。

　　　　　　　渓、突如小さく体を丸める。

渓　　　香梨ー。香梨、あたまー。（としくしく泣き始める）

香梨　　どうしたの。痛い？

　　　　　　　　香梨、駆け込んできて段上へあがる。

　　　　　　　　ポケットから薬を出して飲ませる。

香梨　　はい、そのまま飲んで。ごっくん。渓くん、大丈夫だよ、すぐ平気になるからね。

渓　　　うん。

盆田　　ほら、こっち来な。薬効くまで寝てろ。

渓　　　うん。

　　　　　　渓、盆田に連れられて奥へ。

香梨　　（山田に）驚いた？ごめんね。大した事じゃないから。

山田　　……。

香梨　　ここじゃないの。

山田　　え。

香梨　　ここじゃない。和果子ちゃんと再会する約束をしたのは遊園地よ。こんな人気の無い倉庫のはずが無いの。

山田　　香梨さん。

　　　　　　　　　盆田、戻ってくる。

盆田　　遊園地はぜんぜん違う場所にあったよ。それに調べたら、潰れて、もう無いんだって。

　　　　黒岩がヘリで行こうとした宝島は宝島公団住宅。今はすっかり新しくなってるけど、多分、当時黒岩がすんでいた所なんだと思う…友達をヘリで迎えに来て家に呼びたかったんだろうね。

香梨　　だから、ここに和果子ちゃんは来ないの。渓くんは、約束なんて果たせないのよ。

盆田　　山田さん、ここは一体どこなんだ？どうしてここに山田さんが来たんだ？

　　　　　　　　　間。

山田　　…そっか…。約束は約束でも、全然違うよ…全然。

盆田　　え。

山田　　あの日黒岩はここへ向かう途中だったから。ここを約束の場所とごっちゃにしたんだろうな。バカだよ黒岩は。

　　　　　　　　　山田、奥の物陰、壁のふちへ。

　　　　　　　　　背中を向けてしゃがむ。トタンの壁をはがす音。

ビニール袋に入れられた、海苔の缶を持って戻ってくる。

山田　　…こいつはあるゼネコンが作った裏金のからくりだ。黒岩はこいつで一儲けするつもりだったんだ。黒岩に借金をネタに一人で行かされた。怖かったなあ。だから、ゆすった相手から、一億はあげられないけれど、一千万であいつを殺さないかって逆に頼まれた時は、二つ返事だったよ。

盆田　　だから黒岩を轢いた？

山田　　結局一千万は受け取ってない。恐ろしくて、すぐム所に逃げ込んだんだ。動機は黒岩との借金トラブルって事にした。奴ら、面会に何度か来たけどここの事はいわなかった。言えば絶対に消されると思った。

香梨　　山田くんはここへそれを取りに来たんだ。そしたら私達がいるんだもん、びっくりしたよね。

山田　　それよりも、黒岩がいることに驚いた。いるってことに。

香梨　　渓くんにとっての約束の場所だから。

山田　　取調べの時あいつが生きていると聞かされて心底ぞっとしたよ。だからここであいつを見たとき、喋って歩く、この場所を覚えている黒岩を見たとき、

香梨　　うん、いいんだよ。もう何もしないなら、いいんだよ。

盆田　　そうだね、ここの事を誰にも言わないなら。それをどこかへ持って行ってくれるなら。

山田　　元々そのつもりだったから。…盆田さん。

盆田　　なに。

山田　　ごめん。ヘリだけど、飛んでないよ。…こっそり持ち上げたんだ。

盆田　　おかしいと思った。

山田　　どうする気。

香梨　　どうって？渓くんはヘリを完成させるよ。

盆田　　あいつの気の済むようにさせるだけだ…僕らは信じることにした。

山田　　信じる？

盆田　　黒岩がそうするように信じる。…あのヘリは、飛ぶんだ。

山田　　…そうか。

　　　　　　　　間。

山田　　初めて見たんだ、黒岩のあんな笑い方。あいつ俺の顔見て言ったんだ。「元気か」って。

盆田　　５年ぶりに会う友達だからね。

山田　　どういう事なんだ？

盆田　　え。

山田　　何であいつは笑って、平気で背中を見せる？覚えているのに、名前だってちゃんと覚えているのに。…何考えてんだよ。あいつはすべて許したっていうのか？ただ、されたことを忘れただけのか？それとも、この意味さえも分からなくなっちまったっていうのか？あいつは笑っている。飛ぶはずもないヘリコプターを作っている。あいつを車で轢いたことで…俺はあいつに一体何をしちまったんだ。

　　　　　　　　　　間。

盆田　　あのさ。

山田　　……。

盆田　　ある人が言ったんだけど、どんな事でもやった事は全部自分に跳ね返って来るんだって。だから今言った事は全部山田さん一人のものだよ。黒岩とは何の関係もない。

一つだけ、はっきりしている事をいうよ。…少なくとも今の黒岩は、山田さんを恨んじゃいない。

山田　　黒岩…。

　　　　　と、渓、戻ってくる。

渓　　　（盆田に）誰だお前、何しに来た。

盆田　　ここでそれを言いますか。

山田　　かれは盆田さんといって、黒岩の友達だよ。

渓　　　あ、そっか、盆田のボン。何サボってんだよバカ。なあかつヤン、俺の作ったスゲーヘリ見たか？

山田　　うん、見たよ、かっこいいもん作るなあ。

渓　　　あったり前だろ。お前、完成する頃来いよ。和果子の後でよければ乗せてやる。手帳出しな、ほれ。

山田　　あ、ああ。はい。（渡す）

渓　　　日取り、そして集合場所、夜三時に崖の下遊歩道脇の黒い倉庫、必ず一人で、…あれ、何書いてんだ。時間はいつでもいいよ、好きな時に来な。（段上へ）

山田　　行くよ、必ず。

渓　　　（作業しながら）かつヤン、くじ引いてるか。

山田　　ああ、なつかしいなあ、お前の二分の一の確立。

渓　　　チャンスはいつだって手の中だ。お前も当てろよ。

山田　　（手の中のビニール袋に目を落とす）…そうだな。くじを、引かなきゃな。確立は二分の一。今度こそ当てて見せるよ。

　　　　　　　　山田、入り口へ。

山田　　じゃあ。

香梨　　すぐ出て行けなんて言ってないわよ。ちょっとは手伝っていったら。

山田　　こことは違う空気を吸ってる人間だしさ、さっさと退散するよ。（段上に）黒岩、おい、黒岩って。

渓　　　あー、かつヤンじゃねえか！お前元気か？

山田　（苦笑して）これだ。じゃあな。

渓　　何だよ来たばっかだろ。もう帰んのか。

山田　これでも忙しい身なんだ。黒岩もそいつで手一杯だろ。それほんとに飛ぶのか。

渓　　まあな。見てなって。お前今度いつ来る。

山田　ちかいうちに。そん時は景気のいいニュース持ってくるよ。じゃあな。

渓　　おう、またな。

山田　　またな。ヘリ、飛ぶといいな。

山田、去る

盆田　　……。

香梨　　どうしたの。

盆田　　あんな袋の中身が、二人の人間をもてあそんだんだなあって。

明かり、変わる。

　　　　　　　　なな、現れる。パソコンの前に立つ。

　　　　　　　　なな、画面を読み上げる。

なな　　日刊速報ネットニュース・最新版。本日午前六時ごろ、線路脇に若い男性の轢死体が発見された。免許証などから、先週刑務所を出所したばかりの、山田克実さん二十五歳と判明した。

　　　　山田さんは財布の他に所持品はなく、遺書らしきものは見つからなかった。警察では自殺と他殺の両面から調べを進めている。

　　　　　　　　間。

香梨　　くじを引いたんだ。チャンスをつかもうとして。

盆田　　…くじを…。

香梨　　山田さんに他に景気のいいニュースなんて無いもの。彼が持って帰った袋の中身しか。

盆田　　５年前と同じ相手を恐喝したんだ。くじは、はずれだった。

香梨　　お金なんて。

盆田　　あれ？まった。なんだって？ニュースになんて書いてあった？所持品が、なんだって。

なな　　恐喝の材料とやらなら、もうあるわけありません。殺されてしまったなら、当然。

盆田　　手帳は。

香梨　　（はっとして）渓くんがここをメモした。手帳は？手帳の事は書いてないの？

なな　　「財布のほかに所持品はなく遺書らしきものは見つからなかった」手帳をなくしています。

盆田　　大変だ…今すぐここを離れるんだ。

香梨　　え。

盆田　　逃げるんだよ！誰かなんて分からない。でも、誰かが来る。逃げなきゃ。

なな　　そうだ…そうですよ、大手の裏金の事なんて、私達に太刀打ちなんて出来ない。裏金と一緒に私たちまでもみ消されてしまう！

盆田　　黒岩。

渓　　　……。

盆田　　なあ、黒岩、

渓　　　約束の日、今日なんだ。ついに来たんだ。俺、かつヤンに書いたメモの日付間違えてた。教えてやらなきゃな。

盆田　　山田さんはもういないよ。はずれくじを引いたからもういないよ。

渓　　　かつヤンに和果子を紹介してやるんだ。羨ましがらせてやるんだ。

盆田　　たのむ、ここを離れよう。

渓　　　かつヤンが来るんだ。和果子の後にヘリに乗せてやるって約束したんだ。かつヤンが、

盆田　　もういない。彼はもう死んだんだ、

渓　　　ボン！

盆田　　……。

渓　　　ボン、このヘリは、飛ぶのか！教えてくれ！このヘリは、本当に飛ぶのか！

　　　　　　　　　　間。

盆田　　黒岩、このヘリは、

香梨　　飛ぶよ。

盆田　　香梨。

香梨　　飛ぶの。…渓くん。約束の時間まで、一緒に和果子ちゃん待とう。

盆田　　何考えてるんだよ。

なな　　そうよ冗談じゃないわ！

香梨　　ふたりは出て行って。そのほうがいい。

なな　　そうよ当然よ。こんな時にふざけてるわ。こんなばかばかしい茶番、

　　　　　　　　なな、つかんだ携帯を見つめる。

　　　　　　　　間。パソコンを閉じようとする手を止める。

　　　　　　　　携帯を香梨と渓に向けるなな。

なな　　本当、ふざけていて、…ふざけていて、ばかばかしい。意味わかんない…だから私、この茶番に最後まで付き合います。

盆田　　まてよ。

なな　　賭けがまだ終わっていないんです。私が始めたことですから。

盆田　　それは、でもこの場合は。

なな　　大丈夫、約束の時間まで、あと少し。その時間が過ぎたら、全力でぶっちぎって逃げます。

盆田　　ばかな事を。

なな　　ばかばかしいから、面白いんですよ。

盆田　　冗談だろう？こんなこと、そもそも、（それぞれに向いて）なあ！早く逃げよう！逃げるんだ！どうしてだよ！一体、どうして…！

　　　　　間。

　　　　　全員が穏やかに自分の目的を向いているのを見る。

　　　　　盆田、うろたえる。

　　　　　やがて、笑いがこみ上げてくる。

盆田　　ははっ、なんだこれ。変だよ、おかしいよ、みんな、黒岩のイカレタのが、移ったんじゃないのか？ねえみんな、頭大丈夫？こんなの悪い冗談以下じゃないか！最悪で、最低で！最高のバカだよ！わかった！僕も付き合う！

　　　　　　　音楽。

　　　　　　　盆田、香梨、なな、全部の窓に鍵を掛ける。

　　　　　　　壁をチェック、香梨は渓の元へ戻る。

盆田、木の棒切れを拾う。

なな、タバスコを手にする。二人、笑う。

盆田　　それ、武器のつもり。

なな　　そっちこそ、そんなのが武器ですか？

盆田　　うん、これすごい破壊力なんだよ。

香梨　　約束の時間まであと５分。渓くん、もう少し待とうね。

盆田　　香梨。

香梨　　……。

盆田　　なあ、香梨、あと５分なんだろ。

香梨　　私、お金貰ってエッチな仕事してたの。料金よりたくさんお金くれる人には、もっとすごい事したの。

盆田　　関係ないよ。

香梨　　ある！あの日和果子ちゃんは、渓くんにスカートをめくられて、謝るまで泣いたもの！

盆田　　でも、

香梨　　ボン！渓くんが待っているのは、和果子ちゃんなのよ！

盆田　　香梨。

香梨　　だから、だめなの。

盆田　　…じゃあ、僕が言う。

香梨　　駄目！

盆田　　黒岩！和果子ちゃんは来る！

渓　　　ボン？

盆田　　和果子ちゃんは来るんだよ！本当は、もう来てる！

香梨　　ボン！言わないで！

渓　　　来てるだって！どこに！どこだよ！

鮭山　　おじゃましまーす。

鮭山、入り口を蹴破って入ってくる。

　　　　　　間。

渓　　　ちがうよこいつ和果子じゃない。

盆田　　うん、それは誰にでも分かると思う。

鮭山　　デデンデンデデン、デデンデンデデン。なるほど、ここか。雁首そろえて突っ立って、おやまあ。

盆田　　アンタ誰だよ。

鮭山　　私か？そんな事をいう様な愚か者に見えるとは見くびられたものだ。いくら私の口が軽いからって殺し屋だなんて。はっ！

盆田　　軽っ！

香梨　　あなた誰の差し金。裏金のことで来たんでしょう。

鮭山　　知る必要はなかろう。裏金の証拠隠しの為に来たなんて。はっ。

盆田　　その襟に付いてるバッジ！

鮭山　　見るんじゃない！この会社に雇われた証を見るんじゃない！はっ。

盆田　　その社章は間違いない。最大手のゼネコンのマークじゃないか！

香梨　　あなたが山田さんを殺したの。

鮭山　　あんな野蛮なやり口、私なものか。あれは他の構成員が、はっ。

なな　　いいかんじね。（と携帯）

鮭山　　何をしている！撮るな！私を撮るな！（と何故かビジュアルバンド系のポーズ）

なな　　あなたの名前は？

鮭山　　私の名は鮭山ではない！

盆田　　あ、進歩した。

なな　　はい、さ、け、や、ま。と。

鮭山　　貴様誰にメールを。

なな　　はい、送信。今の動画とあわせてネットの大型掲示板に貼り付けてやりました。インターネット利用者が一度は除く所です。日本中、いいえ、世界中の人にばれちゃったんです。もう逃げられませんよ。

鮭山　　バレたからなんだというのだ？私の仕事はお前達の始末だ。いずれにせよ、お前達には消えてもらう！（と懐に手、ドリンク剤の瓶を取り出す）

なな　　は。

鮭山　　私は無闇に銃などで証拠は残さない主義だ。ふふ、このデカビタ、中身は何だと思う。

なな　　ビタミン。…じゃないのね。ま、まさか。

鮭山　　燃えるような恋をしたくないかな、お嬢さん！

盆田　　ガソリンだ。

鮭山　　最近セルフでもリッター百十円超えてて生活苦しいんだ、せいぜい燃費良くこんがり焼けな！

なな　　ぎゃー！

　　　　　　鮭山、ライターを手にななに襲い掛かる。

　　　　　　盆田、鮭山の前に立ちはだかり拳を突き出す。

盆田　　最初はグー！じゃんけんグー！

鮭山　　勝った！あ。（パーを出す。手の中のライターが転がる。）

なな　　　遅出しは反則！（ライターをひろい、逃げ回る。）

鮭山　　　貴様！

香梨　　あ！あっちからヨン様！

鮭山　　えっ！（後ろを振り向く）

　　　　　　

　　　　　　　　盆田、棒を振りかざすが、とっさに捕まれて動かせない。

しかし押し合いの隙に反対の手で瓶を奪う。

鮭山、棒を投げつけ、盆田とななを追い回す。

盆田、瓶を捨て、自分の携帯で助けを呼ぼうとする。

盆田　　け、警察！警察！（とメモリーを操作）崖の下遊歩道の倉庫！助けてくれ！あ、掛けるとこ、間違えた。

なな　　なにやってんの！

盆田　　えと、え、えっと、もしもし！…え…祥子…？ごめん、間違えた。用？用は、別に、待って、切らないでくれよ、僕は、

香梨　　元カノと喋ってる場合じゃないでしょ！

盆田　　ああっ！そうだった！警察！警察呼んでくれ、祥子！違う、からかってない！祥子！頼む、しょ、…。

香梨　　なにそのしょんぼり！切れたのね！切られちゃったのね！いいから警察！

盆田　　わ、わかってる、警察、警察、うわ！

　　　　　下ばかり向いて携帯を操作していた盆田、鮭山の正面。殴り飛ばされる。

渓　　　ボン！（駆け下りる）

鮭山　　（盆田を捕まえて）さっきから随分おちょくってくれるじゃないか。

盆田　　き、きみは棒切れになりたいのか。

鮭山　　は。棒切れだと？

渓　　　くらえ棒切れだあっ！

渓、鮭山に棒切れで一撃。鮭山、卒倒。

が、すぐに起き上がる。

　　　　　　慌てて逃げ惑う面々。盆田、またつかまる。

盆田　　ちくしょう、はなせーっ！

鮭山　　なんかキミすごく捕まえやすい。いいねえ。

盆田　　そんなことで褒めないでくれる。

鮭山　　オッケーとりあえず、キミに決めた。

盆田　　な、なにを？

鮭山　　貴様から、処刑だー！

盆田　　いやー！

丼屋　　待ったー！

　　　　丼屋、後ろの「何か」と共に登場。

盆田　　…え。

丼屋　　お客さーん、お呼びですか？

香梨　　呼んでないよ。

盆田　　いや。…僕が呼んじゃった。

なな　　さっきの間違い電話？

丼屋　　こいつあ悪の臭いがプンプンするねえ。この丼屋にまかせな！成敗してくれる、たあ！

　　　　　　　　丼屋、鮭山に突進。

　　　　　　　　後ろの「何か」鮭山に攻撃。

　　　　　　　　激しい応酬。鮭山、吹っ飛ぶ。

盆田　　後ろの何か、強っ！

香梨　　で、あれって結局なんなの？

後ろの何か、鮭山を羽交い絞めにする。

なな、タバスコを鮭山に振り掛ける

なな　　この！この！もっと口をあけなさい！燃えるような恋したいんでしょー！

鮭山　　ぎゃー！からいー！熱いー！（と、のたうち回る）

丼屋　　そりゃあ一本三千円以上するタバスコですから！

盆田　　マジだったの！

祥子　　盆田くん！

　　　　　　　　祥子、飛び込んでくる。

盆田　　祥子。

祥子　　聞こえる盆田くん！パトカーのサイレンよ！

盆田　　…きこえる。きこえるよ！

丼屋　　おーい！おーい！ここでーす！（と外へ）

香梨　　ありがとう丼屋と後ろの何か！

盆田　　祥子…信じてくれたんだね。

祥子　　あなたが冗談を言えない人って、私が一番よく知っているもの。

盆田　　ありがとう。

なな　　（鮭山に携帯を向けて）さあ、どうしますか、サケヤマサン。いいわ、いい絵だわ。

鮭山　　オーケー、形勢不利って所か。スマートに行こうじゃないか。こうなりゃ！…撤収！

渓　　　あ！てめ！待ちやがれーっ！

盆田　　いい！追わなくていい！後は警察に任せて、

　　　　　四方から瓶の割れる音。

なな　　なに？何が割れてる音。

香梨　　え、割れ物なんてここには。

盆田　　ある…！ あいつデカビタ何本持ってきたんだ！

パチパチという音がする。

なな　　（奥を見に行って）大変！燃えてる！

香梨　　ええっ！

盆田　　あの殺し屋、きっと逃げながら放火を。

祥子　　盆田くん！火に囲まれるわ！　

　　　　　　　　倉庫の中がみるみる赤く染まっていく。

　　　　　　　　火の手が迫ってきている。

　　　　　　　　盆田、祥子の肩をつかみ、外へ押し出す。

盆田　　祥子、大丈夫。すぐ行くから！（ななも引っ張ろうとする。）なな、君もだ、早く。

　　　　　　　　なな、携帯を突き出し断固撮る姿勢。

なな　　まだよ。まだ終わっていないから、だって、（渓を指差し）彼が！

盆田　　君には燃える様子を外から撮って欲しいんだ。

なな　　…どうしてそんな事言うんですか。いやです。

　　　　　　　　盆田、ななの携帯の前に立ちはだかり、ピース。

きょとんとしたななを、ポンと外へ押し出す。

　　　　　　　　瞬間、入り口も引火。火にあおられ、入り口からよろけて下がる盆田。

盆田　　香梨、あっちの窓からならまだ、

渓　　　ヘリが！

香梨　　渓くん行っちゃ駄目！

香梨を振りきりヘリを助けに火に飛び込む渓。

乗り込んで動かそうとする。

香梨　　渓くん！

後を追おうとする香梨を止める盆田。

香梨　　ボン！離して！

盆田　　駄目だ！

香梨　　渓くん！

なな　　降りてきて！お願い！

盆田　　黒岩！

渓　　　あっ！

　　　　渓、炎に巻かれそうになり、座席から転がる。

　　　　しばらく小さくなって身を守る渓。

　　　　やがて、ゆっくりと立ち上がる。

　　　　呆然とヘリを見る渓。

香梨　　渓くん…。

渓　　　ヘリ、動かない。焼けたんだ。

盆田　　わかった、降りて来い。

渓　　　でも、これは守った。

　　　　　　　渓、針金ハンガーのプロペラの小さなヘリを手にする。

渓　　これだけでも残ってくれてよかった。これで、飛べる。俺、飛ぶよ。

香梨　　渓くん！駄目！飛んじゃ駄目！

盆田　　そうだ，飛べない！そんなんじゃ飛べない！

渓　　　ばっかお前ら、俺くじ運いいんだぜえ？くじは毎回２分の１だ、俺は当てる。

なな　　飛べないの！

渓　　　飛べるんだ！

香梨　　渓くん！それじゃ駄目なの、

渓　　　香梨！俺飛べる！いつだってお前そういっただろ！絶対飛べるって、お前言ったじゃないか！俺は飛べるんだ！香梨！

香梨　　……。

渓　　　…香梨…俺は、飛べるんだ…。

　　　　　　間。

香梨　　うん。

盆田　　！

香梨　　渓くん。…そうだね。飛べるね。

盆田　　香梨、

香梨　　渓くん。…渓くん、あなたが飛べる事を私は知っている。良くみて。私だよ。和果子。

渓　　　…え。

香梨　　ありがとう、約束守ってくれたね。ずうっとそれをみてた。嬉しかった。本当だよ。わかる？私、和果子だよ。私も約束守ったんだよ。私も、渓くんに会いにきたの。

香梨、「パンツーマルミエ」をやってみせる。

　　　　　間。

渓　　　…お前が…！お前なんだな？待ってたんだ！会いたかったんだ、お前だったんだな！見てくれ、俺、飛ぶんだ！

盆田　　　よせ！黒岩！

香梨、すっと両腕を上へ差し出す。

香梨　　私、ここだよ。ここへ飛んできて。きっと飛べる。私が渓くん受け止めてあげる。

渓　　　和果子…。

香梨　　ここだよ。何があっても私絶対受け止めるから。

渓、右手に小さなヘリ。

両腕を挙げ、香梨に向かって飛ぼうとする。

盆田　　駄目だ！くじならまた引けばいい！

渓　　ボン、

盆田　いいか、このくじはどっちもはずれだ！

渓　　　え。

盆田　　はずれなんだ！だからもう一度、

と、地響き。

屋根が崩れ、二人の上にのしかかっていく。

盆田　　だからもう一度くじを引く！これは、当たりだー！！

盆田、突っ込もうと段上を一気に駆け上がる。

暗転。

建物の崩れ落ちる音。静寂。

長い間。

暗転中に香梨の声が聞こえる。

香梨　　渓くんはあの時本当に飛べたのかもしれない。どっちも外れのくじを引かずに済んでも、彼にくじを引けと言ったのは彼自身だし、もしそうでないのなら、それはきっと。

薄明かりが差し込む。

一人でぽつんとたたずむ渓。手には設計図。

香梨　　…渓くん。私、あの日の約束を、もう一度聞きたい。

渓、前を向いて満面の笑み。

　　　　　　　　音楽。なな、山田が現れ、設計図を真剣に眺める渓を見ている。

盆田も入ってくる。下手を見る一同。

香梨が現れ、渓の横へ。

客席に礼。

そして祥子、丼屋、「何か」、鮭山が入ってくる。

全員でのカーテンコール。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ＥＮＤ＝
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